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父
は
保
険
者
側
を
巻
き
込
ん
だ
官
僚
主
導

の
改
革
に
激
怒
し
、
古
井
喜
実
厚
生
大
臣
の

こ
と
を
「
ア
イ
ヒ
マ
ン
※
」
と
呼
び
捨
て
、
厳

し
く
批
判
し
て
い
た
。
一
方
、
当
時
の
メ
デ
ィ

ア
は
医
師
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
対

し
て
批
判
的
な
立
場
を
取
り
、

ス
ト
ラ
イ
キ
を
主
導
し
た
父
に

対
し
て
厳
し
い
批
判
を
浴
び
せ
、「
喧
嘩
太
郎
」

と
い
う
、
異
名
ま
で
付
け
る
と
こ
ろ
と
な
っ

た
。日

本
医
師
会
は
、
日
本
医
師
会
の
意
向
に

そ
ぐ
わ
な
い
7
月
の
中
央
社
会
保
険
医
療
協

議
会
（
中
医
協
）
の
答
申
に
強
く
反
発
を
し
、

8
月
1
日
か
ら
の
保
険
医
総
辞
退
を
日
本
歯

科
医
師
会
と
決
め
て
い
た
。
内
閣
改
造
に
と

も
な
い
、
こ
の
時
の
厚
生
大
臣
は
古
井
氏
か

ら
灘
尾
弘
吉
氏
に
代
わ
っ
て
お
り
、
政
調
会

長
は
田
中
角
栄
氏
で
あ
っ
た
。
保
険
医
総
辞

退
を
回
避
し
う
る
か
は
田
中
政
調
会
長
の
調

整
に
か
か
っ
て
い
た
。

父
は
、
田
中
政
調
会
長
と
頻
繁
に
会
っ
て

い
た
が
、
最
終
的
に
田
中
政
調
会
長
は
白
紙

委
任
状
を
父
に
渡
し
た
。
こ
の
白
紙
委
任
状

に
は
、「
自
由
民
主
党
政
調
会
長　

田
中
角
栄
」

と
し
て
の
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
書
か
れ
る

内
容
に
つ
い
て
は
全
て
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
父

は
、
こ
の
政
治
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
対
し
て
、

左
記
の
四
項
目
を
も
っ
て
対
応
し
た
。

⑴　

医
療
保
険
制
度
の
抜
本
的
改
正

⑵ 　
医
学
研
究
と
教
育
の
向
上
と
国
民
福
祉

の
結
合

⑶ 　
医
師
と
患
者
の
人
間
関
係
に
基
づ
く
自

由
の
確
保

⑷ 　
自
由
経
済
社
会
に
於
け
る
診
療
報
酬
制

度
の
確
立

こ
れ
は
皆
保
険
制
度
の
中
で
約
3
5
0
0

あ
る
保
険
者
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

各
保
険
者
に
属
す
る
被
保
険
者
の
社
会
・
経

済
的
な
状
態
の
違
い
に
よ
る
財
政
状
況
や
、

官
僚
の
天
下
り
先
と
し
て
組
合
健
保
の
存
在

を
抜
本
改
革
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
。

こ
の
四
項
目
を
受
け
て
、
診
療
報
酬
は
、

灘
尾
厚
生
大
臣
の
再
諮
問
に
よ
り
2
・
3
％

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
、
最
終
的

に
当
初
求
め
て
い
た
15
％
に
ほ
ぼ
見
合
う
14
・

8
％
と
い
う
数
値
と
な
っ
た
。
ま
た
、
高
血

圧
治
療
指
針
が
改
正
さ
れ
、
当
時
の
保
険
で

使
用
で
き
な
か
っ
た
降
圧
剤
が
新
た
に
保
険

診
療
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。今

日
の
研
究
調
査
に
よ
る
と
、

こ
の
降
圧
剤
の
治
療
に
よ
る
効
果
が
当
時
の

減
塩
運
動
等
と
も
相
ま
っ
て
、
成
人
の
高
血

圧
患
者
の
抑
制
と
と
も
に
、
脳
卒
中
の
死
亡

者
数
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
、
平
均
寿
命
を
伸

ば
す
こ
と
に
貢
献
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

※ 

編
集
部
注　

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
政
権
下
の
親
衛

隊
将
校
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
強
制
収
容
所
へ
の

大
量
移
送
で
主
導
的
役
割
を
果
た
し
た
ア
ド

ル
フ
・
ア
イ
ヒ
マ
ン
に
な
ぞ
ら
え
た
。

1
9
6
1
年　

一
斉
休
診
②

第７回

私の医道
武見 敬三
参議院議員

■
全
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
（
予
定
）

※
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
3
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
第
1
・
2
会
場
（
3
階
富
士
）

〈
開
会
式
〉
午
前
9
時
〜
9
時
20
分

〈
基
調
講
演
〉
午
前
9
時
20
分
〜
9
時
50
分

「
よ
り
良
き
社
会
を
創
る
」

河
北
博
文（
東
京
都
病
院
協
会
名
誉
会
長
・

河
北
総
合
病
院
理
事
長
）

〈
協
会
長
講
演
〉午

前
9
時
50
分
〜
10
時
10
分

「
東
京
都
病
院
協
会
の
会
長
に
就
任
し
て
―

取
り
組
む
べ
き
課
題
―
」

猪
口
正
孝
（
東
京
都
病
院
協
会
会
長
・

平
成
立
石
病
院
理
事
長
）

〈
学
会
長
講
演
〉午

前
10
時
10
分
〜
10
時
30
分

「
持
続
可
能
な
病
院
医
療
」

竹
川
勝
治
（
学
会
長
・
愛
和
病
院
理
事
長
）

○
第
1
会
場
（
3
階
富
士
・
東
）

〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

午
後
1
時
10
分
〜
午
後
3
時
00
分

「
東
京
の
民
間
病
院
に
お
け
る
持
続
可
能
な

病
院
経
営
を
考
え
る
…
病
院
機
能
別
に
問
題

を
提
起
し
よ
う
！
」

座
長　高

橋　

泰
氏
（
国
際
医
療
福
祉
大
学
赤
坂

心
理
・
医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部

学
部
長
）

竹
川
勝
治
（
学
会
長
・
愛
和
病
院
理
事
長
）

基
調
講
演

石
川
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
光
一
氏

（
国
際
医
療
福
祉
大
学
赤
坂
心
理
・
医
療

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
教
授
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

・
急
性
期
：
猪
口
正
孝

　
　
　
　
　
（
平
成
立
石
病
院
理
事
長
）

・
回
復
期
：
東
海
林
豊

　
　
　
　
　
（
東
京
さ
く
ら
病
院
院
長
）

・
慢
性
期
：
越
永
守
道

　
　
　
　
　
（
信
愛
病
院
院
長
）

・
在　

宅
：
中
村
哲
生
氏

　
　
　
　
　
（
永
生
会
特
別
顧
問
）

〈
特
別
講
演
〉午

後
3
時
10
分
〜
午
後
4
時
10
分

座
長竹

川
勝
治
（
学
会
長
・
愛
和
病
院
理
事
長
）

「
医
療
介
護
に
お
け
る
持
続
可
能
な
環
境
経

営
と
R
E
a
c
t
i
o
n
」

古
城
資
久
氏
（
医
療
法
人
伯
鳳
会
・
社
会

福
祉
法
人
あ
そ
か
会
理
事
長
）

「
気
候
変
動
問
題
と
医
療　

持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向
け
て
」

高
村
ゆ
か
り
氏
（
東
京
大
学

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

■
委
員
会
・
管
理
部
会
企
画

○
第
1
・
第
2
会
場
（
富
士
）

〈
事
務
管
理
部
会
企
画
〉

午
前
10
時
40
分
〜
11
時
50
分

「
病
院
に
お
け
る
I
C
T
の
利
用
促
進
」

座
長田

野
倉
浩
治
（
永
生
病
院
事
務
部
長
）

私
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か

│
持
続
可
能
な
病
院
経
営
を
考
え
る
│

焦
点
は
働
き
方
改
革
と

機
能
分
化
・
強
化
・
連
携

　

谷
澤
氏
は
令
和
2
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
が
出
し
て
い
る
「
Ⅰ

医
師
等
の
働
き
方
改
革
の
推
進
」「
Ⅱ
身
近

で
安
心
・
安
全
か
つ
質
の
高
い
医
療
の
実
現
」

務
評
価
が
進
む
と
の
見
方
を
示
し
た
。

医
師
事
務
作
業
補
助
は

さ
ら
な
る
充
実
も

　

医
師
事
務
作
業
補
助
体
制
加
算
は
前
回
の

改
定
で
50
点
の
上
乗
せ
が
あ
り
、
15
対
1
で

「
加
算
1
」
が
9
2
0
点
、「
加
算
2
」
が

8
6
0
点
な
ど
と
な
っ
て
い
る
が
、「
今
や

急
性
期
病
院
に
と
っ
て
、
15
対
1
や
20
対
1

の
事
務
補
助
員
配
置
は
当
然
と
言
え
る
。
現

在
の
点
数
で
あ
れ
ば
、
患
者
さ
ん
の
回
転
の

よ
い
病
院
で
あ
れ
ば
担
当
す
る
事
務
量
か
ら

考
え
て
も
、
人
件
費
分
を
ま
か
な
え
る
の
で

は
な
い
か
」
と
指
摘
し
た
。「
5
0
0
床
規

模
の
急
性
期
病
院
で
平
均
在
院
日
数
が
2
週

間
程
度
と
仮
定
し
た
場
合
、
1
カ
月

1
0
0
0
〜
1
2
0
0
人
の
退
院
患
者
が
出

る
こ
と
に
な
る
。
15
対
1
配
置
で
月
あ
た
り

お
お
よ
そ
9
2
0
万
〜
1
1
0
0
万
円
の
報

酬
を
得
ら
れ
る
わ
け
だ
。
医
師
事
務
作
業
補

助
ス
タ
ッ
フ
35
人
程
度
を
雇
用
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
そ
れ
で
も
十
分
、
人
件
費
を
ま
か

な
え
る
額
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
説
明
し
た
。

　

配
置
す
る
部
門
に
つ
い
て
は
「
医
師
の
疲

弊
が
目
立
つ
外
来
に
先
行
投
入
し
、
検
査
・

次
回
予
約
の
代
行
入
力
な
ど
を
担
っ
て
い
た

だ
く
イ
メ
ー
ジ
だ
」
と
語
っ
た
。

　

あ
わ
せ
て
看
護
師
の
勤
務
環
境
改
善
に
も

言
及
し
、
な
か
で
も
急
性
期
一
般
病
棟
に
お

け
る
看
護
職
員
の
夜
間
配
置
に
対
す
る
評
価

を
注
視
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。

　

前
回
の
改
定
で
は
看
護
職
員
夜
間
配
置
加

算
が
15
点
上
乗
せ
さ
れ
る
な
ど
、
看
護
師
の

業
務
で
特
に
負
担
が
大
き
い
夜
間
病
棟
へ
の

評
価
が
手
厚
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ

て
増
収
に
結
び
つ
い
た
病
院
が
多
数
あ
る
。

令
和
2
年
度
改
定
で
も
こ
の
傾
向
は
続
く
と

の
見
方
を
示
し
、
現
在
は
「
夜
間
12
対
1
配

置
加
算
」
が
最
も
高
い
が
、「
10
対
1
体
制

講
演

「
東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
始
動
と

今
後
の
展
開
」

目
々
澤　

肇
氏
（
東
京
都
医
師
会
理
事
）

「
医
療
情
報
分
野
へ
の
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

技
術
の
活
用
」

水
島　

洋
氏
（
国
立
保
健
医
療
科
学
院　

研
究
情
報
支
援
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

○
第
2
会
場
（
富
士
・
西
）

〈
看
護
管
理
部
会
企
画
〉

午
後
1
時
10
分
〜
3
時
00
分

「
人
生
最
期
を
ど
う
迎
え
る
か
―
「
平
穏
死
」

の
す
す
め
―
」

座
長髙

嶋
則
子
（
岩
井
整
形
外
科
内
科
病
院

副
院
長
・
看
護
部
長
）

切
手
純
代
（
南
多
摩
病
院
看
護
部
長
）

講
師石

飛
幸
三
氏
（
世
田
谷
区
立
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
芦
花
ホ
ー
ム
常
勤
医
）

〈
急
性
期
医
療
委
員
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
〉

午
後
3
時
10
分
〜
4
時
50
分

「
急
性
期
医
療
に
お
け
る
タ
ス
ク
・
シ
フ
テ

ィ
ン
グ
、
タ
ス
ク
・
シ
ェ
ア
を
考
え
る
」

座
長有

賀　

徹
氏
（
労
働
者
健
康
安
全
機
構

理
事
長
）

三
浦
邦
久
（
江
東
病
院
副
院
長
）

「
業
務
委
託
に
よ
る
タ
ス
ク
シ
フ
ト
」

清
水
芳
輝
氏
（
日
本
ス
テ
リ
株
式
会
社

事
業
本
部
副
本
部
長
）

「
医
師
の
長
時
間
・
過
重
労
働
と
タ
ス
ク
シ

フ
ト
、
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
―
「
勤
勉
は
美
徳
」

過
去
の
も
の
か
？
」

横
田
美
幸
氏（
が
ん
研
有
明
病
院
副
院
長
）

「
二
次
救
急
外
来
で
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
・
タ

ス
ク
シ
ェ
ア
〜
診
療
看
護
師
と
し
て
の
働
き

方
と
合
意
形
成
〜
」

若
月
優
子
氏
（
板
橋
中
央
総
合
病
院

看
護
部 

診
療
看
護
師
）

○
第
3
会
場
（
5
階
　
穂
高
・
東
）

〈
環
境
問
題
検
討
委
員
会
企
画
講
演
会
〉

午
前
10
時
50
分
〜
11
時
50
分

「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
」

座
長篠

原
健
一
（
公
益
社
団
法
人
東
京
都
診
療

放
射
線
技
師
会
会
長
）

講
演

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
海
洋
汚
染
と
化
学

物
質
曝
露
」

高
田
秀
重
氏
（
東
京
農
工
大
学
農
学
部

環
境
資
源
科
学
科
教
授
）

〈
医
療
安
全
推
進
委
員
会
企
画
〉

午
後
1
時
10
分
〜
2
時
40
分

「
医
師
法
（
昭
和
23
年
法
律
第
2
0
1
号
）

第
21
条
の
解
釈
に
つ
い
て
」

座
長伊

藤
雅
史
（
等
潤
病
院
理
事
長
・
院
長
）

講
演

「
医
師
法
第
21
条
の
解
釈
の
確
立
と
関
連
制

度
と
の
位
置
づ
け
」

小
田
原
良
治
氏
（
医
法
協
常
務
理
事
・

鹿
児
島
県
医
法
協
会
長
、
小
田
原
病
院

理
事
長
）

追
加
発
言

有
賀　

徹
氏
（
労
働
者
健
康
安
全
機
構

理
事
長
）

安
藤
高
夫
（
永
生
病
院
理
事
長
）

〈
慢
性
期
委
員
会
企
画
〉

午
後
2
時
50
分
〜
4
時
50
分

「
介
護
医
療
院
開
設
の
問
題
点
と
見
守
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

座
長進

藤　

晃
（
大
久
野
病
院
理
事
長
）

【
介
護
医
療
院
開
設
の
問
題
点
】

講
演

「
地
域
医
療
型
病
院
へ
と
変
化
し
続
け
る
日

の
出
ヶ
丘
病
院
・
介
護
医
療
院
」

原　

淳
市
氏
（
日
の
出
ヶ
丘
病
院
、

日
の
出
ヶ
丘
介
護
医
療
院
事
務
長
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
原　

淳
市
氏

・
田
中
裕
之
（
日
本
介
護
医
療
院
協
会

　

副
会
長
・
陵
北
病
院
院
長
）

・
村
山
正
道
（
陵
北
病
院
事
務
長
）

・
吉
田　

真
（
大
久
野
病
院
事
務
長
）

【
見
守
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

講
演

病
院
を
中
心
と
し
た
街
の
作
り
方
（「
互
助
」

を
I
C
T
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
発
想
で
生
ま
れ

た
新
し
い
地
域
連
携
）
〜
日
常
の
支
援
と
見

守
り
そ
し
て
防
災
へ
〜

高
原
達
也
氏
（
一
般
社
団
法
人
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
リ
ン
ケ
ー
ジ
代
表
理
事
）

加
算
の
新
設
を
日
本
看
護
協
会
も
要
望
し
て

お
り
注
目
さ
れ
る
」
と
述
べ
た
。

チ
ー
ム
医
療
の
推
進
で
は

薬
剤
師
業
務
が
ポ
イ
ン
ト

　

病
棟
業
務
の
負
担
軽
減
で
は
チ
ー
ム
医
療

の
推
進
、
と
り
わ
け
薬
剤
師
へ
の
タ
ス
ク
シ

フ
ト
・
シ
ェ
ア
の
推
進
を
挙
げ
た
。
日
本
病

院
会
、
全
日
本
病
院
協
会
、
日
本
医
療
法
人

協
会
、
日
本
精
神
科
病
院
協
会
で
構
成
す
る

四
病
院
団
体
協
議
会
が
7
月
に
出
し
た
提
案

で
、タ
ス
ク
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
例
と
し
て「
医

師
と
の
協
働
に
よ
る
薬
剤
師
業
務
の
拡
大
」

が
筆
頭
に
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
一

方
で
、
薬
学
教
育
6
年
制
卒
業
生
の
就
職
先

が
薬
局
36
・
3
％
、
病
院
・
診
療
所
23
・
3

％
と
、
新
卒
薬
剤
師
が
病
院
を
選
ん
で
い
な

い
実
情
に
言
及
。
一
因
と
し
て
病
院
薬
剤
師

の
給
与
が
低
い
こ
と
が
あ
る
と
い
っ
た
議
論

が
中
医
協
で
聞
か
れ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
、「
①
病
棟
薬
剤
師
の
業
務
拡
大
、②
診
療

報
酬
に
よ
る
評
価
、③
そ
れ
を
給
与
引
き
上

げ
の
原
資
と
す
る　

　

と
い
っ
た
道
筋
も
考

え
ら
れ
る
」
と
述
べ
た
。

必
要
度
の

項
目
見
直
し
は

　

ま
た
機
能
分
化
・
連
携
・
強
化
に
つ
い
て

は
、急
性
期
一
般
入
院
基
本
料
に
お
け
る「
重

症
度
、医
療
・
看
護
必
要
度
」（
以
下
、必
要
度
）

の
見
直
し
内
容
へ
の
注
意
を
促
し
た
。

　

ま
ず
、
現
場
の
看
護
師
等
が
評
価
票
に
記

録
す
る
「
必
要
度
Ⅰ
」
は
、
記
録
す
る
行
為

自
体
は
医
療
・
看
護
行
為
と
は
無
関
係
で
、

か
つ
時
間
外
業
務
を
生
み
や
す
く
、「
働
き

方
改
革
」
に
逆
行
す
る
こ
と
か
ら
、
早
晩
、

D
P
C
デ
ー
タ
を
用
い
る
「
必
要
度
Ⅱ
」
が

原
則
に
な
る
と
の
見
方
を
示
し
、「『
必
要
度

Ⅰ
』
の
病
院
は
早
め
に
『
必
要
度
Ⅱ
』
に
移

会報 270号で結果を発表した「指差し唱和運動標語コンテスト」では、
残念ながら入賞はならなかった作品の中にもすばらしいものが多く寄
せられましたので、会報で紹介します。

確認は　いつも自分が　最後の砦　
 （医療法人財団圭友会 小原病院）
確認を　やったつもりは　命とり
　 （一般社団法人衛生文化協会 城西病院）
すぐ確認！　心に浮かんだ　そのはてな
　 （医療法人社団好仁会 滝山病院）
「確認」は、　今やる！　一番星になれ！
　 （医療法人社団碧水会 長谷川病院）

指
差
し
唱
和
運
動
標
語
の
ご
紹
介

「
Ⅲ
医
療
機
能
の
分
化
・
強
化
・
連
携
」「
Ⅳ

効
率
化
・
適
正
化
を
通
じ
た
安
定
性
・
持
続

可
能
性
の
確
保
」
と
い
う
4
つ
の
指
針
の
う

ち
、
と
り
わ
け
Ⅰ
と
Ⅲ
へ
の
注
意
を
促
し
、

「
働
き
方
改
革
に
よ
る
負
担
軽
減
と
医
療
の

質
向
上
を
進
め
つ
つ
機
能
分
化
を
促
進
す

る
」
内
容
に
な
る
と
の
見
通
し
を
述
べ
た
。

　

3
月
に
ま
と
ま
っ
た
「
医
師
の
働
き
方
改

革
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
」
で
は
、
医
師

の
時
間
外
労
働
規
制
に
つ
い
て
、
2
0
2
4

年
4
月
か
ら
は
原
則
的
に
年
9
6
0
時
間

（
A
水
準
）
と
し
、
地
域
医
療
を
確
保
す
る

た
め
の
暫
定
特
例
水
準
（
B
水
準
）
と
、
集

中
的
に
技
術
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
適
用
さ

れ
る
水
準
（
C
水
準
）
は
年
1
8
6
0
時
間

と
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　

谷
澤
氏
は
「
将
来
的
に
は
A
水
準
か
C
水

準
し
か
適
用
で
き
な
く
な
る
し
、
C
水
準
が

適
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
一
部
の
医
師
で
、

1
8
6
0
時
間
も
削
減
さ
れ
て
い
く
だ
ろ

う
。
A
水
準
を
軸
に
医
師
の
体
制
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
し
、
診

療
報
酬
改
定
に
お
い
て
も
、
こ
の
後
押
し
に

な
る
よ
う
な
配
点
が
進
む
と
の
予
測
を
示
し

た
。

　

具
体
的
に
は
、
同
報
告
書
で
は
大
学
ま
た

は
4
0
0
床
以
上
、
救
急
救
命
ま
た
は
救
急

搬
送
受
入
月
間
1
0
0
0
件
以
上
、
か
つ
外

科
系
、
産
婦
人
科
、
小
児
科
、
救
急
医
療
で

従
事
す
る
医
師
の
業
務
負
担
が
と
り
わ
け
目

立
っ
た
こ
と
か
ら
、「
こ
の
分
野
で
従
事
す

る
医
師
を
救
う
働
き
方
改
革
を
進
め
る
だ
ろ

う
し
、
そ
れ
を
支
援
す
る
点
数
が
付
く
こ
と

が
想
像
で
き
る
」
と
指
摘
し
た
。
注
目
点
と

し
て
は
、検
討
会
の
中
で
「
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
・

シ
フ
ト
に
よ
り
削
減
」
が
可
能
と
し
て
い
る

病
棟
、
外
来
で
の
取
り
組
み
を
挙
げ
、
外
来

で
は
医
師
事
務
作
業
補
助
者
の
評
価
、
病
棟

で
は
チ
ー
ム
医
療
、
と
り
わ
け
薬
剤
師
の
業

○
第
4
会
場
（
5
階
穂
高
・
西
）

〈
I
C
T
委
員
会
企
画
講
演
会
〉

午
後
3
時
10
分
〜
4
時
40
分

「
A
I
の
神
髄
と
A
I
の
臨
床
応
用
に
よ
る

タ
ス
ク
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
」

座
長大

田　

健
（
複
十
字
病
院
院
長
）

講
演

「
人
工
知
能
の
神
髄
、
深
層
学
習
理
論
の
中

身
と
意
味
を
理
解
す
る
」

鎌
谷
直
之
氏
（
株
式
会
社
ス
タ
ー
ジ
ェ
ン

医
療
人
工
知
能
研
究
所
所
長
）

「「
A
I
へ
の
タ
ス
ク
・
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
」
に

よ
る
病
院
の
働
き
方
改
革
」

阿
部
吉
倫
氏
（
U
b
i
e
株
式
会
社

共
同
代
表
取
締
役
）

第14回
東京都病院学会

2
0
2
0
年
2
月
23
日

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

学
会
概
要
の
ご
案
内

行
す
べ
き
」
と
語
っ
た
。
そ
の
う
え
で
、
各

項
目
に
つ
い
て
の
見
通
し
を
解
説
し
た
。

　

A
項
目
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
及
び
処
置
等
」

に
つ
い
て
は
「
働
き
方
改
革
と
の
関
連
も
踏

ま
え
れ
ば
、『
専
門
的
な
治
療
・
処
置
』
に

つ
い
て
は
E
F
フ
ァ
イ
ル
で
カ
バ
ー
で
き
る

項
目
に
変
え
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

現
在
は
診
療
科
間
で
評
価
に
偏
り
が
出
て
い

る
の
で
、こ
れ
も
是
正
す
る
可
能
性
が
高
い
」

な
ど
と
指
摘
し
た
。

　

B
項
目
「
患
者
の
状
況
等
」
に
つ
い
て
は
、

「
B
14 

診
療
・
療
養
上
の
指
示
が
通
じ
る
」

「
B
15 

危
険
行
動
」
に
該
当
す
る
患
者
の
受

け
入
れ
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
点
が
中
医

協
で
議
論
に
な
っ
た
状
況
を
紹
介
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
18
年
度
改
定
で
新
設
さ

れ
た
「『
B
14
』
又
は
『
B
15
』
に
該
当
す

る
患
者
で
あ
っ
て
、
A
得
点
が
1
点
以
上
か

つ
B
得
点
が
3
点
以
上
」
の
行
方
に
言
及
し

た
。「
患
者
像
で
言
う
と
、
認
知
症
の
患
者

さ
ん
で
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
の
管
理
を
行
っ
て

い
れ
ば
、『
該
当
患
者
』と
い
う
こ
と
に
な
り
、

急
性
期
病
棟
の
あ
り
方
と
し
て
い
か
が
な
も

の
か
と
い
う
議
論
が
起
き
て
い
る
。
さ
す
が

に
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
の
管
理
を
外
す
こ
と
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
心
電
図
モ
ニ
タ
ー

管
理
の
評
価
に
あ
た
っ
て
何
ら
か
の
前
提
条

件
を
設
け
る
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」

　

C
項
目
に
つ
い
て
は
、
中
医
協
の
議
論
で

「
必
要
度
Ⅱ
の
評
価
対
象
外
で
あ
る
手
術
の

う
ち
、
入
院
で
実
施
す
る
割
合
が
高
い
手
術

に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
入
院
が
1
0
0
％
か

つ
年
間
件
数
や
点
数
が
一
定
以
上
の
手
術
」

を
厚
労
省
が
提
示
し
た
こ
と
に
着
目
、
具
体

的
に
は
1
0
0
％
入
院
実
施
手
術
、
年

1
0
0
0
件
以
上
、
5
万
点
以
上
の
手
術
を

追
加
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
。
こ
う
し
た

流
れ
を
踏
ま
え
て
「
救
急
搬
送
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
、
手
術
を
や
る
こ
と
が
急
性
期
に

残
る
た
め
の
条
件
と
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
も
述
べ
た
。

　

急
性
期
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機
関
の
定

義
と
し
て
、

▽
重
症
患
者
（
救
急
・
が
ん
・
難
病
等
）
を

受
け
入
れ

▽
高
度
な
集
中
治
療
（
手
術
・
I
C
U
・
新

規
技
術
・
7
対
1
体
制
等
）
を
行
い

▽
安
全
な
療
養
環
境
（
医
療
安
全
・
A
S
T

等
）
の
も
と

▽
早
期
離
床
・
復
帰（
リ
ハ
・
入
退
院
支
援
等
）

を
め
ざ
す

　
　

と
し
、「
た
だ
し
人
口
減
少
と
高
齢
化

の
影
響
で
該
当
患
者
は
減
少
す
る
」
と
も
付

け
加
え
た
。

　
「
地
域
の
中
で
の
自
院
の
役
割
・
機
能
、

人
口
動
態
、
疾
病
の
変
化
、
他
院
と
の
立
ち

位
置
を
よ
く
見
き
わ
め
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く

話
し
合
い
で
地
域
医
療
構
想
を
達
成
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
呼
び
か
け
た
。

過去の学会の様子



東京都病院協会 会報 東京都病院協会 会報（３）2019年（令和元年）12月25日（水） 第272号 （２）2019年（令和元年）12月25日（水） 第272号

第３会場 第４会場 第５会場 第６会場 第７会場 第８会場 第９会場

5階　穂高（東） 5階　穂高（西） 5階　大雪（東） 5階　大雪（西） 6階　阿蘇（東） 6階　阿蘇（西） 6階　伊吹

㈱イントラスト／東京海上日動
火災保険㈱
「民法改正（連帯保証）と医療
費未収等の対策について」
　 鷲尾　誠氏（銀座第一法律事
務所弁護士）
　 中村育紘氏（㈱イントラスト）

㈱ウィ・キャン
「「クレーム対策」を科学する（良
い患者を集めるために）」
　 濱川博招氏（㈱ウィ・キャン
代表取締役）

オリックス・クレジット㈱
「病院経営の健全化支援につい
て」
　 石黒智洋氏（オリックス・ク
レジット㈱経営企画部新規事
業開発チーム課長）

東京海上日動火災保険㈱／マー
シュジャパン㈱
「医療機関における勤務環境改
善への取り組み
～「かち」残る組織になろう～」
　 中島美津子氏（東京医療保健
大学 / 大学院看護学研究科
教授）

東京ガス㈱
「明日から使える！
無理なく始める病院BCP」
　 佐々木勝氏（日本大学客員
教授）

日本光電工業㈱
「最新 AEDの機能と遠隔管理 
～より多くの命を救うための進
歩～」
　 林 怜史氏（日本光電工業株
式会社医療機器事業本部第二
技術部四課リーダ（係長））

ホスピタルコンプライアンス 
マネージメント ジャパン㈱
「今始めよう病院のデジタル化マネー
ジメント－セキュリティの強化から－ 」
【座長】 山口武兼（東京都保健

医療公社理事長）
【講師】 小山　勇氏（埼玉医科

大学国際医療センター 
名誉病院長）

第１会場 第２会場

休
憩
ル
ー
ム
（
４
階　

飛
鳥
）　　
9
時
〜
17
時　

コ
ー
ヒ
ー
等
の
飲
み
物
の
無
料
提
供
（
入
退
場
自
由
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

  

東
洋
羽
毛
首
都
圏
販
売
株
式
会
社
に
よ
る
企
業
展
示

第３会場 第４会場

3階　富士（東） 3階　富士（西） 5階　穂高（東） 5階　穂高（西）

9:00 ～ 9:20　開会式

9:20 ～ 9:50　基調講演「より良き社会を創る」河北博文（東京都病院協会 名誉会長）

9:50 ～ 10:10　
協会長講演「東京都病院協会の会長に就任して－取り組むべき課題－」 猪口正孝 （東京都病院協会 会長）

10:10 ～ 10:30　学会長講演　「持続可能な病院医療」竹川勝治（第 14回東京都病院学会 学会長）

10:40 ～ 11:50　事務管理部会企画「病院における ICTの利用促進」
【座長】田野倉浩治（永生病院 事務部長）
【講演】「東京総合医療ネットワークの始動と今後の展開」
　　　　目々澤　肇氏（東京都医師会理事）
　　　　「医療情報分野へのブロックチェーン技術の活用」
　　　　水島　洋氏（国立保健医療科学院 研究情報支援研究センター長、医療ブロックチェーン研究会 会長）

10:50 ～ 11:50　環境問題検討委員会講演会
テーマ：海洋プラスチック問題
【座長】  篠原健一（公益社団法人東京都診療放射線

技師会 会長）
【講演】 「プラスチックによる海洋汚染と化学物質曝露」
　　　　高田秀重氏（東京農工大学 教授）

一般演題

13:10 ～ 15:00　シンポジウム
「東京の民間病院における持続可能な病院経営を考える
病院機能別に問題を提起しよう！」
【座長】 高橋　泰氏
　　　（ 国際医療福祉大学 赤坂心理・医療福祉マネジメ

ント学部 学部長） 
　　　 竹川勝治（学会長・愛和病院 理事長）
【演者】 石川ベンジャミン光一氏
　　　（ 国際医療福祉大学 赤坂心理・医療福祉マネジメ

ント学部 教授） 
【コメンテーター】
　急性期： 猪口正孝（平成立石病院 理事長）
　回復期： 東海林豊（東京さくら病院 院長）
　慢性期： 越永守道（信愛病院 院長）
　在　宅： 中村哲生氏（永生会特別顧問）

13:10 ～ 15:00　看護管理部会企画
「人生最期をどう迎えるかー「平穏死」のすすめー」
【座長】高嶋則子（ 岩井整形外科内科病院 副院長・看護

部長）
　　　 切手純代（南多摩病院 看護部長）
【講師】石飛幸三氏（芦花ホーム常勤医）

13:10 ～ 14:40　医療安全推進委員会企画
「医師法第 21条の解釈について」
【座　　長】伊藤雅史（等潤病院 理事長・院長）
【講　　演】「 医師法第 21条の解釈の確立と関連制

度との位置づけ」
　　　　　 小田原良治氏（医法協常任理事）
【追加発言】有賀　徹氏（労働者健康安全機構理事長）
　　　　　 安藤高夫（永生病院 理事長） 一般演題

14:50 ～ 16:50　慢性期医療委員会企画
【座長】進藤　晃（大久野病院）
①介護医療院開設の問題点
【講演】 「地域医療型病院へと変化し続ける日の出ヶ

丘病院・介護医療院」
　　　　 原　淳市氏（日の出ヶ丘病院事務長）
パネルディスカッション
・原　淳市氏
・田中裕之（日本介護医療院協会副会長）
・村山正道（陵北病院 事務長）
・吉田　真（大久野病院 事務長）
②見守りプロジェクト
【講演】病院を中心とした街の作り方
　　　  （「互助」をICTがサポートする発想で生まれた新し

い地域連携）～日常の支援と見守りそして防災へ～
　　　　 高原達也氏（セーフティネットリンケージ代表理事）

15:10 ～ 16:10　特別講演
【座長】竹川勝治（学会長・愛和病院 理事長）
【講演】
「医療介護における持続可能な環境経営とREaction」
　古城資久氏 （医療法人伯鳳会 理事長）
「気候変動問題と医療－持続可能な社会の実現に向けて」
　高村ゆかり氏（ 東京大学未来ビジョン研究センター

教授）

15:10 ～ 16:50　急性期医療委員会セッション
「急性期医療におけるタスク・シフティング、タスク・シェ
アを考える」
【座長】有賀　徹氏（労働者健康安全機構 理事長）
　　　 三浦邦久（江東病院 副院長）
【講演】「業務委託によるタスクシフト」
　　　　　清水芳輝氏（日本ステリ株式会社 副本部長）
　　　  「医師の長時間・過重労働とタスクシフト、タス

クシェア―「勤勉は美徳」過去のものか？」
　　　　 横田美幸氏（がん研有明病院 副院長）
　　　 「二次救急外来でのタスクシフト・タスクシェア
　　　 ～診療看護師としての働き方と合意形成～」
　　　　 若月優子氏（ 板橋中央総合病院 看護部 

診療看護師）

15:10 ～ 16:40　ICT 委員会企画（AI 研究会）
「AI の神髄と AI の臨床応用によるタスクシフティ
ング」
【座長】大田　健（複十字病院 院長）
【講演】 「人工知能の神髄、深層学習理論の中身と意

味を理解する」
　　　　　鎌谷直之氏（ ㈱スタージェン代表取締役

会長）
　　　  「「AI へのタスク・シフティング」による病

院の働き方改革」
　　　　　阿部吉倫氏（Ubie ㈱代表取締役）

閉会挨拶：横山　孝（副学会長）

第14回「東京都病院学会」会場スケジュール（予定）
メイン会場企画

ランチョンセミナー（12：00～ 13：00）

■
全
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
（
予
定
）

※
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
3
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
第
1
・
2
会
場
（
3
階
富
士
）

〈
開
会
式
〉
午
前
9
時
〜
9
時
20
分

〈
基
調
講
演
〉
午
前
9
時
20
分
〜
9
時
50
分

「
よ
り
良
き
社
会
を
創
る
」

河
北
博
文（
東
京
都
病
院
協
会
名
誉
会
長
・

河
北
総
合
病
院
理
事
長
）

〈
協
会
長
講
演
〉午

前
9
時
50
分
〜
10
時
10
分

「
東
京
都
病
院
協
会
の
会
長
に
就
任
し
て
―

取
り
組
む
べ
き
課
題
―
」

猪
口
正
孝
（
東
京
都
病
院
協
会
会
長
・

平
成
立
石
病
院
理
事
長
）

〈
学
会
長
講
演
〉午

前
10
時
10
分
〜
10
時
30
分

「
持
続
可
能
な
病
院
医
療
」

竹
川
勝
治
（
学
会
長
・
愛
和
病
院
理
事
長
）

○
第
1
会
場
（
3
階
富
士
・
東
）

〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

午
後
1
時
10
分
〜
午
後
3
時
00
分

「
東
京
の
民
間
病
院
に
お
け
る
持
続
可
能
な

病
院
経
営
を
考
え
る
…
病
院
機
能
別
に
問
題

を
提
起
し
よ
う
！
」

座
長　高

橋　

泰
氏
（
国
際
医
療
福
祉
大
学
赤
坂

心
理
・
医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部

学
部
長
）

竹
川
勝
治
（
学
会
長
・
愛
和
病
院
理
事
長
）

基
調
講
演

石
川
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
光
一
氏

（
国
際
医
療
福
祉
大
学
赤
坂
心
理
・
医
療

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
教
授
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

・
急
性
期
：
猪
口
正
孝

　
　
　
　
　
（
平
成
立
石
病
院
理
事
長
）

・
回
復
期
：
東
海
林
豊

　
　
　
　
　
（
東
京
さ
く
ら
病
院
院
長
）

・
慢
性
期
：
越
永
守
道

　
　
　
　
　
（
信
愛
病
院
院
長
）

・
在　

宅
：
中
村
哲
生
氏

　
　
　
　
　
（
永
生
会
特
別
顧
問
）

〈
特
別
講
演
〉午

後
3
時
10
分
〜
午
後
4
時
10
分

座
長竹

川
勝
治
（
学
会
長
・
愛
和
病
院
理
事
長
）

「
医
療
介
護
に
お
け
る
持
続
可
能
な
環
境
経

営
と
R
E
a
c
t
i
o
n
」

古
城
資
久
氏
（
医
療
法
人
伯
鳳
会
・
社
会

福
祉
法
人
あ
そ
か
会
理
事
長
）

「
気
候
変
動
問
題
と
医
療　

持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向
け
て
」

高
村
ゆ
か
り
氏
（
東
京
大
学

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

■
委
員
会
・
管
理
部
会
企
画

○
第
1
・
第
2
会
場
（
富
士
）

〈
事
務
管
理
部
会
企
画
〉

午
前
10
時
40
分
〜
11
時
50
分

「
病
院
に
お
け
る
I
C
T
の
利
用
促
進
」

座
長田

野
倉
浩
治
（
永
生
病
院
事
務
部
長
）

焦
点
は
働
き
方
改
革
と

機
能
分
化
・
強
化
・
連
携

　

谷
澤
氏
は
令
和
2
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
が
出
し
て
い
る
「
Ⅰ

医
師
等
の
働
き
方
改
革
の
推
進
」「
Ⅱ
身
近

で
安
心
・
安
全
か
つ
質
の
高
い
医
療
の
実
現
」

務
評
価
が
進
む
と
の
見
方
を
示
し
た
。

医
師
事
務
作
業
補
助
は

さ
ら
な
る
充
実
も

　

医
師
事
務
作
業
補
助
体
制
加
算
は
前
回
の

改
定
で
50
点
の
上
乗
せ
が
あ
り
、
15
対
1
で

「
加
算
1
」
が
9
2
0
点
、「
加
算
2
」
が

8
6
0
点
な
ど
と
な
っ
て
い
る
が
、「
今
や

急
性
期
病
院
に
と
っ
て
、
15
対
1
や
20
対
1

の
事
務
補
助
員
配
置
は
当
然
と
言
え
る
。
現

在
の
点
数
で
あ
れ
ば
、
患
者
さ
ん
の
回
転
の

よ
い
病
院
で
あ
れ
ば
担
当
す
る
事
務
量
か
ら

考
え
て
も
、
人
件
費
分
を
ま
か
な
え
る
の
で

は
な
い
か
」
と
指
摘
し
た
。「
5
0
0
床
規

模
の
急
性
期
病
院
で
平
均
在
院
日
数
が
2
週

間
程
度
と
仮
定
し
た
場
合
、
1
カ
月

1
0
0
0
〜
1
2
0
0
人
の
退
院
患
者
が
出

る
こ
と
に
な
る
。
15
対
1
配
置
で
月
あ
た
り

お
お
よ
そ
9
2
0
万
〜
1
1
0
0
万
円
の
報

酬
を
得
ら
れ
る
わ
け
だ
。
医
師
事
務
作
業
補

助
ス
タ
ッ
フ
35
人
程
度
を
雇
用
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
そ
れ
で
も
十
分
、
人
件
費
を
ま
か

な
え
る
額
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
説
明
し
た
。

　

配
置
す
る
部
門
に
つ
い
て
は
「
医
師
の
疲

弊
が
目
立
つ
外
来
に
先
行
投
入
し
、
検
査
・

次
回
予
約
の
代
行
入
力
な
ど
を
担
っ
て
い
た

だ
く
イ
メ
ー
ジ
だ
」
と
語
っ
た
。

　

あ
わ
せ
て
看
護
師
の
勤
務
環
境
改
善
に
も

言
及
し
、
な
か
で
も
急
性
期
一
般
病
棟
に
お

け
る
看
護
職
員
の
夜
間
配
置
に
対
す
る
評
価

を
注
視
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。

　

前
回
の
改
定
で
は
看
護
職
員
夜
間
配
置
加

算
が
15
点
上
乗
せ
さ
れ
る
な
ど
、
看
護
師
の

業
務
で
特
に
負
担
が
大
き
い
夜
間
病
棟
へ
の

評
価
が
手
厚
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ

て
増
収
に
結
び
つ
い
た
病
院
が
多
数
あ
る
。

令
和
2
年
度
改
定
で
も
こ
の
傾
向
は
続
く
と

の
見
方
を
示
し
、
現
在
は
「
夜
間
12
対
1
配

置
加
算
」
が
最
も
高
い
が
、「
10
対
1
体
制

講
演

「
東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
始
動
と

今
後
の
展
開
」

目
々
澤　

肇
氏
（
東
京
都
医
師
会
理
事
）

「
医
療
情
報
分
野
へ
の
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

技
術
の
活
用
」

水
島　

洋
氏
（
国
立
保
健
医
療
科
学
院　

研
究
情
報
支
援
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

○
第
2
会
場
（
富
士
・
西
）

〈
看
護
管
理
部
会
企
画
〉

午
後
1
時
10
分
〜
3
時
00
分

「
人
生
最
期
を
ど
う
迎
え
る
か
―
「
平
穏
死
」

の
す
す
め
―
」

座
長髙

嶋
則
子
（
岩
井
整
形
外
科
内
科
病
院

副
院
長
・
看
護
部
長
）

切
手
純
代
（
南
多
摩
病
院
看
護
部
長
）

講
師石

飛
幸
三
氏
（
世
田
谷
区
立
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
芦
花
ホ
ー
ム
常
勤
医
）

〈
急
性
期
医
療
委
員
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
〉

午
後
3
時
10
分
〜
4
時
50
分

「
急
性
期
医
療
に
お
け
る
タ
ス
ク
・
シ
フ
テ

ィ
ン
グ
、
タ
ス
ク
・
シ
ェ
ア
を
考
え
る
」

座
長有

賀　

徹
氏
（
労
働
者
健
康
安
全
機
構

理
事
長
）

三
浦
邦
久
（
江
東
病
院
副
院
長
）

「
業
務
委
託
に
よ
る
タ
ス
ク
シ
フ
ト
」

清
水
芳
輝
氏
（
日
本
ス
テ
リ
株
式
会
社

事
業
本
部
副
本
部
長
）

「
医
師
の
長
時
間
・
過
重
労
働
と
タ
ス
ク
シ

フ
ト
、
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
―
「
勤
勉
は
美
徳
」

過
去
の
も
の
か
？
」

横
田
美
幸
氏（
が
ん
研
有
明
病
院
副
院
長
）

「
二
次
救
急
外
来
で
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
・
タ

ス
ク
シ
ェ
ア
〜
診
療
看
護
師
と
し
て
の
働
き

方
と
合
意
形
成
〜
」

若
月
優
子
氏
（
板
橋
中
央
総
合
病
院

看
護
部 

診
療
看
護
師
）

○
第
3
会
場
（
5
階
　
穂
高
・
東
）

〈
環
境
問
題
検
討
委
員
会
企
画
講
演
会
〉

午
前
10
時
50
分
〜
11
時
50
分

「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
」

座
長篠

原
健
一
（
公
益
社
団
法
人
東
京
都
診
療

放
射
線
技
師
会
会
長
）

講
演

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
海
洋
汚
染
と
化
学

物
質
曝
露
」

高
田
秀
重
氏
（
東
京
農
工
大
学
農
学
部

環
境
資
源
科
学
科
教
授
）

〈
医
療
安
全
推
進
委
員
会
企
画
〉

午
後
1
時
10
分
〜
2
時
40
分

「
医
師
法
（
昭
和
23
年
法
律
第
2
0
1
号
）

第
21
条
の
解
釈
に
つ
い
て
」

座
長伊

藤
雅
史
（
等
潤
病
院
理
事
長
・
院
長
）

講
演

「
医
師
法
第
21
条
の
解
釈
の
確
立
と
関
連
制

度
と
の
位
置
づ
け
」

小
田
原
良
治
氏
（
医
法
協
常
務
理
事
・

鹿
児
島
県
医
法
協
会
長
、
小
田
原
病
院

理
事
長
）

　
東
京
都
病
院
協
会 

診
療
情
報
管
理
委
員
会
は
11
月
26
日
、「
令
和
2
年
度
診
療
報
酬
改

定
の
動
向
〜
急
性
期
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機
関
は
い
か
に
対
応
す
る
か
〜
」
を
テ
ー
マ

に
研
修
会
を
開
催
し
た
。
講
師
は
日
本
血
液
製
剤
機
構 

事
業
本
部
事
業
戦
略
部
参
事
の

谷
澤
正
明
氏
。
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
（
中
医
協
）
で
の
議
論
の
推
移
を
紹
介
し
な

が
ら
、
改
定
内
容
の
方
向
性
な
ど
を
解
説
し
た
。

追
加
発
言

有
賀　

徹
氏
（
労
働
者
健
康
安
全
機
構

理
事
長
）

安
藤
高
夫
（
永
生
病
院
理
事
長
）

〈
慢
性
期
委
員
会
企
画
〉

午
後
2
時
50
分
〜
4
時
50
分

「
介
護
医
療
院
開
設
の
問
題
点
と
見
守
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

座
長進

藤　

晃
（
大
久
野
病
院
理
事
長
）

【
介
護
医
療
院
開
設
の
問
題
点
】

講
演

「
地
域
医
療
型
病
院
へ
と
変
化
し
続
け
る
日

の
出
ヶ
丘
病
院
・
介
護
医
療
院
」

原　

淳
市
氏
（
日
の
出
ヶ
丘
病
院
、

日
の
出
ヶ
丘
介
護
医
療
院
事
務
長
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
原　

淳
市
氏

・
田
中
裕
之
（
日
本
介
護
医
療
院
協
会

　

副
会
長
・
陵
北
病
院
院
長
）

・
村
山
正
道
（
陵
北
病
院
事
務
長
）

・
吉
田　

真
（
大
久
野
病
院
事
務
長
）

【
見
守
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

講
演

病
院
を
中
心
と
し
た
街
の
作
り
方
（「
互
助
」

を
I
C
T
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
発
想
で
生
ま
れ

た
新
し
い
地
域
連
携
）
〜
日
常
の
支
援
と
見

守
り
そ
し
て
防
災
へ
〜

高
原
達
也
氏
（
一
般
社
団
法
人
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
リ
ン
ケ
ー
ジ
代
表
理
事
）

加
算
の
新
設
を
日
本
看
護
協
会
も
要
望
し
て

お
り
注
目
さ
れ
る
」
と
述
べ
た
。

チ
ー
ム
医
療
の
推
進
で
は

薬
剤
師
業
務
が
ポ
イ
ン
ト

　

病
棟
業
務
の
負
担
軽
減
で
は
チ
ー
ム
医
療

の
推
進
、
と
り
わ
け
薬
剤
師
へ
の
タ
ス
ク
シ

フ
ト
・
シ
ェ
ア
の
推
進
を
挙
げ
た
。
日
本
病

院
会
、
全
日
本
病
院
協
会
、
日
本
医
療
法
人

協
会
、
日
本
精
神
科
病
院
協
会
で
構
成
す
る

四
病
院
団
体
協
議
会
が
7
月
に
出
し
た
提
案

で
、タ
ス
ク
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
例
と
し
て「
医

師
と
の
協
働
に
よ
る
薬
剤
師
業
務
の
拡
大
」

が
筆
頭
に
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
一

方
で
、
薬
学
教
育
6
年
制
卒
業
生
の
就
職
先

が
薬
局
36
・
3
％
、
病
院
・
診
療
所
23
・
3

％
と
、
新
卒
薬
剤
師
が
病
院
を
選
ん
で
い
な

い
実
情
に
言
及
。
一
因
と
し
て
病
院
薬
剤
師

の
給
与
が
低
い
こ
と
が
あ
る
と
い
っ
た
議
論

が
中
医
協
で
聞
か
れ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
、「
①
病
棟
薬
剤
師
の
業
務
拡
大
、②
診
療

報
酬
に
よ
る
評
価
、③
そ
れ
を
給
与
引
き
上

げ
の
原
資
と
す
る　

　

と
い
っ
た
道
筋
も
考

え
ら
れ
る
」
と
述
べ
た
。

必
要
度
の

項
目
見
直
し
は

　

ま
た
機
能
分
化
・
連
携
・
強
化
に
つ
い
て

は
、急
性
期
一
般
入
院
基
本
料
に
お
け
る「
重

症
度
、医
療
・
看
護
必
要
度
」（
以
下
、必
要
度
）

の
見
直
し
内
容
へ
の
注
意
を
促
し
た
。

　

ま
ず
、
現
場
の
看
護
師
等
が
評
価
票
に
記

録
す
る
「
必
要
度
Ⅰ
」
は
、
記
録
す
る
行
為

自
体
は
医
療
・
看
護
行
為
と
は
無
関
係
で
、

か
つ
時
間
外
業
務
を
生
み
や
す
く
、「
働
き

方
改
革
」
に
逆
行
す
る
こ
と
か
ら
、
早
晩
、

D
P
C
デ
ー
タ
を
用
い
る
「
必
要
度
Ⅱ
」
が

原
則
に
な
る
と
の
見
方
を
示
し
、「『
必
要
度

Ⅰ
』
の
病
院
は
早
め
に
『
必
要
度
Ⅱ
』
に
移

「
Ⅲ
医
療
機
能
の
分
化
・
強
化
・
連
携
」「
Ⅳ

効
率
化
・
適
正
化
を
通
じ
た
安
定
性
・
持
続

可
能
性
の
確
保
」
と
い
う
4
つ
の
指
針
の
う

ち
、
と
り
わ
け
Ⅰ
と
Ⅲ
へ
の
注
意
を
促
し
、

「
働
き
方
改
革
に
よ
る
負
担
軽
減
と
医
療
の

質
向
上
を
進
め
つ
つ
機
能
分
化
を
促
進
す

る
」
内
容
に
な
る
と
の
見
通
し
を
述
べ
た
。

　

3
月
に
ま
と
ま
っ
た
「
医
師
の
働
き
方
改

革
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
」
で
は
、
医
師

の
時
間
外
労
働
規
制
に
つ
い
て
、
2
0
2
4

年
4
月
か
ら
は
原
則
的
に
年
9
6
0
時
間

（
A
水
準
）
と
し
、
地
域
医
療
を
確
保
す
る

た
め
の
暫
定
特
例
水
準
（
B
水
準
）
と
、
集

中
的
に
技
術
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
適
用
さ

れ
る
水
準
（
C
水
準
）
は
年
1
8
6
0
時
間

と
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　

谷
澤
氏
は
「
将
来
的
に
は
A
水
準
か
C
水

準
し
か
適
用
で
き
な
く
な
る
し
、
C
水
準
が

適
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
一
部
の
医
師
で
、

1
8
6
0
時
間
も
削
減
さ
れ
て
い
く
だ
ろ

う
。
A
水
準
を
軸
に
医
師
の
体
制
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
し
、
診

療
報
酬
改
定
に
お
い
て
も
、
こ
の
後
押
し
に

な
る
よ
う
な
配
点
が
進
む
と
の
予
測
を
示
し

た
。

　

具
体
的
に
は
、
同
報
告
書
で
は
大
学
ま
た

は
4
0
0
床
以
上
、
救
急
救
命
ま
た
は
救
急

搬
送
受
入
月
間
1
0
0
0
件
以
上
、
か
つ
外

科
系
、
産
婦
人
科
、
小
児
科
、
救
急
医
療
で

従
事
す
る
医
師
の
業
務
負
担
が
と
り
わ
け
目

立
っ
た
こ
と
か
ら
、「
こ
の
分
野
で
従
事
す

る
医
師
を
救
う
働
き
方
改
革
を
進
め
る
だ
ろ

う
し
、
そ
れ
を
支
援
す
る
点
数
が
付
く
こ
と

が
想
像
で
き
る
」
と
指
摘
し
た
。
注
目
点
と

し
て
は
、検
討
会
の
中
で
「
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
・

シ
フ
ト
に
よ
り
削
減
」
が
可
能
と
し
て
い
る

病
棟
、
外
来
で
の
取
り
組
み
を
挙
げ
、
外
来

で
は
医
師
事
務
作
業
補
助
者
の
評
価
、
病
棟

で
は
チ
ー
ム
医
療
、
と
り
わ
け
薬
剤
師
の
業

○
第
4
会
場
（
5
階
穂
高
・
西
）

〈
I
C
T
委
員
会
企
画
講
演
会
〉

午
後
3
時
10
分
〜
4
時
40
分

「
A
I
の
神
髄
と
A
I
の
臨
床
応
用
に
よ
る

タ
ス
ク
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
」

座
長大

田　

健
（
複
十
字
病
院
院
長
）

講
演

「
人
工
知
能
の
神
髄
、
深
層
学
習
理
論
の
中

身
と
意
味
を
理
解
す
る
」

鎌
谷
直
之
氏
（
株
式
会
社
ス
タ
ー
ジ
ェ
ン

医
療
人
工
知
能
研
究
所
所
長
）

「「
A
I
へ
の
タ
ス
ク
・
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
」
に

よ
る
病
院
の
働
き
方
改
革
」

阿
部
吉
倫
氏
（
U
b
i
e
株
式
会
社

共
同
代
表
取
締
役
）東

京
都
病
院
協
会
診
療
情
報
管
理
委
員
会
研
修
会

レ
ポ
ー
ト

谷
澤
正
明
氏

日
本
血
液
製
剤
機
構 

事
業
本
部
事
業
戦
略
部
参
事

　12月１日、故・野中博先生のお別れの会が開かれました。当日は横倉義武・
日本医師会会長、尾﨑治夫・東京都医師会会長、猪口正孝・東京都病院協
会会長をはじめ約 400 人が出席し、故人の人柄をしのびました。尾﨑会長
は「先生は常に患者の視点に立ち、人間の尊厳を尊重することの重要さを
諭していただいた」と述べました。

行
す
べ
き
」
と
語
っ
た
。
そ
の
う
え
で
、
各

項
目
に
つ
い
て
の
見
通
し
を
解
説
し
た
。

　

A
項
目
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
及
び
処
置
等
」

に
つ
い
て
は
「
働
き
方
改
革
と
の
関
連
も
踏

ま
え
れ
ば
、『
専
門
的
な
治
療
・
処
置
』
に

つ
い
て
は
E
F
フ
ァ
イ
ル
で
カ
バ
ー
で
き
る

項
目
に
変
え
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

現
在
は
診
療
科
間
で
評
価
に
偏
り
が
出
て
い

る
の
で
、こ
れ
も
是
正
す
る
可
能
性
が
高
い
」

な
ど
と
指
摘
し
た
。

　

B
項
目
「
患
者
の
状
況
等
」
に
つ
い
て
は
、

「
B
14 

診
療
・
療
養
上
の
指
示
が
通
じ
る
」

「
B
15 

危
険
行
動
」
に
該
当
す
る
患
者
の
受

け
入
れ
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
点
が
中
医

協
で
議
論
に
な
っ
た
状
況
を
紹
介
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
18
年
度
改
定
で
新
設
さ

れ
た
「『
B
14
』
又
は
『
B
15
』
に
該
当
す

る
患
者
で
あ
っ
て
、
A
得
点
が
1
点
以
上
か

つ
B
得
点
が
3
点
以
上
」
の
行
方
に
言
及
し

た
。「
患
者
像
で
言
う
と
、
認
知
症
の
患
者

さ
ん
で
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
の
管
理
を
行
っ
て

い
れ
ば
、『
該
当
患
者
』と
い
う
こ
と
に
な
り
、

急
性
期
病
棟
の
あ
り
方
と
し
て
い
か
が
な
も

の
か
と
い
う
議
論
が
起
き
て
い
る
。
さ
す
が

に
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
の
管
理
を
外
す
こ
と
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
心
電
図
モ
ニ
タ
ー

管
理
の
評
価
に
あ
た
っ
て
何
ら
か
の
前
提
条

件
を
設
け
る
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」

　

C
項
目
に
つ
い
て
は
、
中
医
協
の
議
論
で

「
必
要
度
Ⅱ
の
評
価
対
象
外
で
あ
る
手
術
の

う
ち
、
入
院
で
実
施
す
る
割
合
が
高
い
手
術

に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
入
院
が
1
0
0
％
か

つ
年
間
件
数
や
点
数
が
一
定
以
上
の
手
術
」

を
厚
労
省
が
提
示
し
た
こ
と
に
着
目
、
具
体

的
に
は
1
0
0
％
入
院
実
施
手
術
、
年

1
0
0
0
件
以
上
、
5
万
点
以
上
の
手
術
を

追
加
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
。
こ
う
し
た

流
れ
を
踏
ま
え
て
「
救
急
搬
送
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
、
手
術
を
や
る
こ
と
が
急
性
期
に

残
る
た
め
の
条
件
と
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
も
述
べ
た
。

　

急
性
期
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機
関
の
定

義
と
し
て
、

▽
重
症
患
者
（
救
急
・
が
ん
・
難
病
等
）
を

受
け
入
れ

▽
高
度
な
集
中
治
療
（
手
術
・
I
C
U
・
新

規
技
術
・
7
対
1
体
制
等
）
を
行
い

▽
安
全
な
療
養
環
境
（
医
療
安
全
・
A
S
T

等
）
の
も
と

▽
早
期
離
床
・
復
帰（
リ
ハ
・
入
退
院
支
援
等
）

を
め
ざ
す

　
　

と
し
、「
た
だ
し
人
口
減
少
と
高
齢
化

の
影
響
で
該
当
患
者
は
減
少
す
る
」
と
も
付

け
加
え
た
。

　
「
地
域
の
中
で
の
自
院
の
役
割
・
機
能
、

人
口
動
態
、
疾
病
の
変
化
、
他
院
と
の
立
ち

位
置
を
よ
く
見
き
わ
め
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く

話
し
合
い
で
地
域
医
療
構
想
を
達
成
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
呼
び
か
け
た
。

令
和
2
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
動
向

〜
急
性
期
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機
関
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
に
対
応
す
る
か
〜

野中博 前東京都医師会会長お別れの会

「
都
民
の
た
め
の
医
療
に
今
後
も
ま
い
進
し
ま
す
」

と
語
り
か
け
た
尾
﨑
治
夫
・
東
京
都
医
師
会
会
長

■休憩ルーム（4階飛鳥）　　  　　　  午前 9時～午後 5時
コーヒー等の飲み物の無料提供（入退場自由）
東洋羽毛首都圏販売株式会社による企業展示
■託児ルーム（6階貴船）午前 8時 30分～午後 5時 30分
▽対象年齢：3歳～未就学児まで▽定員：10名▽無料
※利用をご希望の方は事前にお申込みください。
お問合せ：☎03（5217）0896
　　　　　　gaktmha@xqb.biglobe.ne.jp

アルカディア市ヶ谷
にて開催

第14回東京都病院学会まで
あと60日！ 2020年2月23日（日）  

9：00～17：00

谷澤正明氏

【座長】進藤　晃（大久野病院 理事長）
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第３会場 第４会場 第５会場 第６会場 第７会場 第８会場 第９会場

5階　穂高（東） 5階　穂高（西） 5階　大雪（東） 5階　大雪（西） 6階　阿蘇（東） 6階　阿蘇（西） 6階　伊吹

㈱イントラスト／東京海上日動
火災保険㈱
「民法改正（連帯保証）と医療
費未収等の対策について」
　 鷲尾　誠氏（銀座第一法律事
務所弁護士）
　 中村育紘氏（㈱イントラスト）

㈱ウィ・キャン
「「クレーム対策」を科学する（良
い患者を集めるために）」
　 濱川博招氏（㈱ウィ・キャン
代表取締役）

オリックス・クレジット㈱
「病院経営の健全化支援につい
て」
　 石黒智洋氏（オリックス・ク
レジット㈱経営企画部新規事
業開発チーム課長）

東京海上日動火災保険㈱／マー
シュジャパン㈱
「医療機関における勤務環境改
善への取り組み
～「かち」残る組織になろう～」
　 中島美津子氏（東京医療保健
大学 / 大学院看護学研究科
教授）

東京ガス㈱
「明日から使える！
無理なく始める病院BCP」
　 佐々木勝氏（日本大学客員
教授）

日本光電工業㈱
「最新 AEDの機能と遠隔管理 
～より多くの命を救うための進
歩～」
　 林 怜史氏（日本光電工業株
式会社医療機器事業本部第二
技術部四課リーダ（係長））

ホスピタルコンプライアンス 
マネージメント ジャパン㈱
「今始めよう病院のデジタル化マネー
ジメント－セキュリティの強化から－ 」
【座長】 山口武兼（東京都保健

医療公社理事長）
【講師】 小山　勇氏（埼玉医科

大学国際医療センター 
名誉病院長）

第１会場 第２会場

休
憩
ル
ー
ム
（
４
階　

飛
鳥
）　　
9
時
〜
17
時　

コ
ー
ヒ
ー
等
の
飲
み
物
の
無
料
提
供
（
入
退
場
自
由
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

  

東
洋
羽
毛
首
都
圏
販
売
株
式
会
社
に
よ
る
企
業
展
示

第３会場 第４会場

3階　富士（東） 3階　富士（西） 5階　穂高（東） 5階　穂高（西）

9:00 ～ 9:20　開会式

9:20 ～ 9:50　基調講演「より良き社会を創る」河北博文（東京都病院協会 名誉会長）

9:50 ～ 10:10　
協会長講演「東京都病院協会の会長に就任して－取り組むべき課題－」 猪口正孝 （東京都病院協会 会長）

10:10 ～ 10:30　学会長講演　「持続可能な病院医療」竹川勝治（第 14回東京都病院学会 学会長）

10:40 ～ 11:50　事務管理部会企画「病院における ICTの利用促進」
【座長】田野倉浩治（永生病院 事務部長）
【講演】「東京総合医療ネットワークの始動と今後の展開」
　　　　目々澤　肇氏（東京都医師会理事）
　　　　「医療情報分野へのブロックチェーン技術の活用」
　　　　水島　洋氏（国立保健医療科学院 研究情報支援研究センター長、医療ブロックチェーン研究会 会長）

10:50 ～ 11:50　環境問題検討委員会講演会
テーマ：海洋プラスチック問題
【座長】  篠原健一（公益社団法人東京都診療放射線

技師会 会長）
【講演】 「プラスチックによる海洋汚染と化学物質曝露」
　　　　高田秀重氏（東京農工大学 教授）

一般演題

13:10 ～ 15:00　シンポジウム
「東京の民間病院における持続可能な病院経営を考える
病院機能別に問題を提起しよう！」
【座長】 高橋　泰氏
　　　（ 国際医療福祉大学 赤坂心理・医療福祉マネジメ

ント学部 学部長） 
　　　 竹川勝治（学会長・愛和病院 理事長）
【演者】 石川ベンジャミン光一氏
　　　（ 国際医療福祉大学 赤坂心理・医療福祉マネジメ

ント学部 教授） 
【コメンテーター】
　急性期： 猪口正孝（平成立石病院 理事長）
　回復期： 東海林豊（東京さくら病院 院長）
　慢性期： 越永守道（信愛病院 院長）
　在　宅： 中村哲生氏（永生会特別顧問）

13:10 ～ 15:00　看護管理部会企画
「人生最期をどう迎えるかー「平穏死」のすすめー」
【座長】高嶋則子（ 岩井整形外科内科病院 副院長・看護

部長）
　　　 切手純代（南多摩病院 看護部長）
【講師】石飛幸三氏（芦花ホーム常勤医）

13:10 ～ 14:40　医療安全推進委員会企画
「医師法第 21条の解釈について」
【座　　長】伊藤雅史（等潤病院 理事長・院長）
【講　　演】「 医師法第 21条の解釈の確立と関連制

度との位置づけ」
　　　　　 小田原良治氏（医法協常任理事）
【追加発言】有賀　徹氏（労働者健康安全機構理事長）
　　　　　 安藤高夫（永生病院 理事長） 一般演題

14:50 ～ 16:50　慢性期医療委員会企画
【座長】進藤　晃（大久野病院）
①介護医療院開設の問題点
【講演】 「地域医療型病院へと変化し続ける日の出ヶ

丘病院・介護医療院」
　　　　 原　淳市氏（日の出ヶ丘病院事務長）
パネルディスカッション
・原　淳市氏
・田中裕之（日本介護医療院協会副会長）
・村山正道（陵北病院 事務長）
・吉田　真（大久野病院 事務長）
②見守りプロジェクト
【講演】病院を中心とした街の作り方
　　　  （「互助」をICTがサポートする発想で生まれた新し

い地域連携）～日常の支援と見守りそして防災へ～
　　　　 高原達也氏（セーフティネットリンケージ代表理事）

15:10 ～ 16:10　特別講演
【座長】竹川勝治（学会長・愛和病院 理事長）
【講演】
「医療介護における持続可能な環境経営とREaction」
　古城資久氏 （医療法人伯鳳会 理事長）
「気候変動問題と医療－持続可能な社会の実現に向けて」
　高村ゆかり氏（ 東京大学未来ビジョン研究センター

教授）

15:10 ～ 16:50　急性期医療委員会セッション
「急性期医療におけるタスク・シフティング、タスク・シェ
アを考える」
【座長】有賀　徹氏（労働者健康安全機構 理事長）
　　　 三浦邦久（江東病院 副院長）
【講演】「業務委託によるタスクシフト」
　　　　　清水芳輝氏（日本ステリ株式会社 副本部長）
　　　  「医師の長時間・過重労働とタスクシフト、タス

クシェア―「勤勉は美徳」過去のものか？」
　　　　 横田美幸氏（がん研有明病院 副院長）
　　　 「二次救急外来でのタスクシフト・タスクシェア
　　　 ～診療看護師としての働き方と合意形成～」
　　　　 若月優子氏（ 板橋中央総合病院 看護部 

診療看護師）

15:10 ～ 16:40　ICT 委員会企画（AI 研究会）
「AI の神髄と AI の臨床応用によるタスクシフティ
ング」
【座長】大田　健（複十字病院 院長）
【講演】 「人工知能の神髄、深層学習理論の中身と意

味を理解する」
　　　　　鎌谷直之氏（ ㈱スタージェン代表取締役

会長）
　　　  「「AI へのタスク・シフティング」による病

院の働き方改革」
　　　　　阿部吉倫氏（Ubie ㈱代表取締役）

閉会挨拶：横山　孝（副学会長）

第14回「東京都病院学会」会場スケジュール（予定）
メイン会場企画

ランチョンセミナー（12：00～ 13：00）

■
全
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
（
予
定
）

※
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
3
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
第
1
・
2
会
場
（
3
階
富
士
）

〈
開
会
式
〉
午
前
9
時
〜
9
時
20
分

〈
基
調
講
演
〉
午
前
9
時
20
分
〜
9
時
50
分

「
よ
り
良
き
社
会
を
創
る
」

河
北
博
文（
東
京
都
病
院
協
会
名
誉
会
長
・

河
北
総
合
病
院
理
事
長
）

〈
協
会
長
講
演
〉午

前
9
時
50
分
〜
10
時
10
分

「
東
京
都
病
院
協
会
の
会
長
に
就
任
し
て
―

取
り
組
む
べ
き
課
題
―
」

猪
口
正
孝
（
東
京
都
病
院
協
会
会
長
・

平
成
立
石
病
院
理
事
長
）

〈
学
会
長
講
演
〉午

前
10
時
10
分
〜
10
時
30
分

「
持
続
可
能
な
病
院
医
療
」

竹
川
勝
治
（
学
会
長
・
愛
和
病
院
理
事
長
）

○
第
1
会
場
（
3
階
富
士
・
東
）

〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

午
後
1
時
10
分
〜
午
後
3
時
00
分

「
東
京
の
民
間
病
院
に
お
け
る
持
続
可
能
な

病
院
経
営
を
考
え
る
…
病
院
機
能
別
に
問
題

を
提
起
し
よ
う
！
」

座
長　高

橋　

泰
氏
（
国
際
医
療
福
祉
大
学
赤
坂

心
理
・
医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部

学
部
長
）

竹
川
勝
治
（
学
会
長
・
愛
和
病
院
理
事
長
）

基
調
講
演

石
川
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
光
一
氏

（
国
際
医
療
福
祉
大
学
赤
坂
心
理
・
医
療

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
教
授
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

・
急
性
期
：
猪
口
正
孝

　
　
　
　
　
（
平
成
立
石
病
院
理
事
長
）

・
回
復
期
：
東
海
林
豊

　
　
　
　
　
（
東
京
さ
く
ら
病
院
院
長
）

・
慢
性
期
：
越
永
守
道

　
　
　
　
　
（
信
愛
病
院
院
長
）

・
在　

宅
：
中
村
哲
生
氏

　
　
　
　
　
（
永
生
会
特
別
顧
問
）

〈
特
別
講
演
〉午

後
3
時
10
分
〜
午
後
4
時
10
分

座
長竹

川
勝
治
（
学
会
長
・
愛
和
病
院
理
事
長
）

「
医
療
介
護
に
お
け
る
持
続
可
能
な
環
境
経

営
と
R
E
a
c
t
i
o
n
」

古
城
資
久
氏
（
医
療
法
人
伯
鳳
会
・
社
会

福
祉
法
人
あ
そ
か
会
理
事
長
）

「
気
候
変
動
問
題
と
医
療　

持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向
け
て
」

高
村
ゆ
か
り
氏
（
東
京
大
学

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

■
委
員
会
・
管
理
部
会
企
画

○
第
1
・
第
2
会
場
（
富
士
）

〈
事
務
管
理
部
会
企
画
〉

午
前
10
時
40
分
〜
11
時
50
分

「
病
院
に
お
け
る
I
C
T
の
利
用
促
進
」

座
長田

野
倉
浩
治
（
永
生
病
院
事
務
部
長
）

焦
点
は
働
き
方
改
革
と

機
能
分
化
・
強
化
・
連
携

　

谷
澤
氏
は
令
和
2
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
が
出
し
て
い
る
「
Ⅰ

医
師
等
の
働
き
方
改
革
の
推
進
」「
Ⅱ
身
近

で
安
心
・
安
全
か
つ
質
の
高
い
医
療
の
実
現
」

務
評
価
が
進
む
と
の
見
方
を
示
し
た
。

医
師
事
務
作
業
補
助
は

さ
ら
な
る
充
実
も

　

医
師
事
務
作
業
補
助
体
制
加
算
は
前
回
の

改
定
で
50
点
の
上
乗
せ
が
あ
り
、
15
対
1
で

「
加
算
1
」
が
9
2
0
点
、「
加
算
2
」
が

8
6
0
点
な
ど
と
な
っ
て
い
る
が
、「
今
や

急
性
期
病
院
に
と
っ
て
、
15
対
1
や
20
対
1

の
事
務
補
助
員
配
置
は
当
然
と
言
え
る
。
現

在
の
点
数
で
あ
れ
ば
、
患
者
さ
ん
の
回
転
の

よ
い
病
院
で
あ
れ
ば
担
当
す
る
事
務
量
か
ら

考
え
て
も
、
人
件
費
分
を
ま
か
な
え
る
の
で

は
な
い
か
」
と
指
摘
し
た
。「
5
0
0
床
規

模
の
急
性
期
病
院
で
平
均
在
院
日
数
が
2
週

間
程
度
と
仮
定
し
た
場
合
、
1
カ
月

1
0
0
0
〜
1
2
0
0
人
の
退
院
患
者
が
出

る
こ
と
に
な
る
。
15
対
1
配
置
で
月
あ
た
り

お
お
よ
そ
9
2
0
万
〜
1
1
0
0
万
円
の
報

酬
を
得
ら
れ
る
わ
け
だ
。
医
師
事
務
作
業
補

助
ス
タ
ッ
フ
35
人
程
度
を
雇
用
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
そ
れ
で
も
十
分
、
人
件
費
を
ま
か

な
え
る
額
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
説
明
し
た
。

　

配
置
す
る
部
門
に
つ
い
て
は
「
医
師
の
疲

弊
が
目
立
つ
外
来
に
先
行
投
入
し
、
検
査
・

次
回
予
約
の
代
行
入
力
な
ど
を
担
っ
て
い
た

だ
く
イ
メ
ー
ジ
だ
」
と
語
っ
た
。

　

あ
わ
せ
て
看
護
師
の
勤
務
環
境
改
善
に
も

言
及
し
、
な
か
で
も
急
性
期
一
般
病
棟
に
お

け
る
看
護
職
員
の
夜
間
配
置
に
対
す
る
評
価

を
注
視
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。

　

前
回
の
改
定
で
は
看
護
職
員
夜
間
配
置
加

算
が
15
点
上
乗
せ
さ
れ
る
な
ど
、
看
護
師
の

業
務
で
特
に
負
担
が
大
き
い
夜
間
病
棟
へ
の

評
価
が
手
厚
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ

て
増
収
に
結
び
つ
い
た
病
院
が
多
数
あ
る
。

令
和
2
年
度
改
定
で
も
こ
の
傾
向
は
続
く
と

の
見
方
を
示
し
、
現
在
は
「
夜
間
12
対
1
配

置
加
算
」
が
最
も
高
い
が
、「
10
対
1
体
制

講
演

「
東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
始
動
と

今
後
の
展
開
」

目
々
澤　

肇
氏
（
東
京
都
医
師
会
理
事
）

「
医
療
情
報
分
野
へ
の
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

技
術
の
活
用
」

水
島　

洋
氏
（
国
立
保
健
医
療
科
学
院　

研
究
情
報
支
援
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

○
第
2
会
場
（
富
士
・
西
）

〈
看
護
管
理
部
会
企
画
〉

午
後
1
時
10
分
〜
3
時
00
分

「
人
生
最
期
を
ど
う
迎
え
る
か
―
「
平
穏
死
」

の
す
す
め
―
」

座
長髙

嶋
則
子
（
岩
井
整
形
外
科
内
科
病
院

副
院
長
・
看
護
部
長
）

切
手
純
代
（
南
多
摩
病
院
看
護
部
長
）

講
師石

飛
幸
三
氏
（
世
田
谷
区
立
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
芦
花
ホ
ー
ム
常
勤
医
）

〈
急
性
期
医
療
委
員
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
〉

午
後
3
時
10
分
〜
4
時
50
分

「
急
性
期
医
療
に
お
け
る
タ
ス
ク
・
シ
フ
テ

ィ
ン
グ
、
タ
ス
ク
・
シ
ェ
ア
を
考
え
る
」

座
長有

賀　

徹
氏
（
労
働
者
健
康
安
全
機
構

理
事
長
）

三
浦
邦
久
（
江
東
病
院
副
院
長
）

「
業
務
委
託
に
よ
る
タ
ス
ク
シ
フ
ト
」

清
水
芳
輝
氏
（
日
本
ス
テ
リ
株
式
会
社

事
業
本
部
副
本
部
長
）

「
医
師
の
長
時
間
・
過
重
労
働
と
タ
ス
ク
シ

フ
ト
、
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
―
「
勤
勉
は
美
徳
」

過
去
の
も
の
か
？
」

横
田
美
幸
氏（
が
ん
研
有
明
病
院
副
院
長
）

「
二
次
救
急
外
来
で
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
・
タ

ス
ク
シ
ェ
ア
〜
診
療
看
護
師
と
し
て
の
働
き

方
と
合
意
形
成
〜
」

若
月
優
子
氏
（
板
橋
中
央
総
合
病
院

看
護
部 

診
療
看
護
師
）

○
第
3
会
場
（
5
階
　
穂
高
・
東
）

〈
環
境
問
題
検
討
委
員
会
企
画
講
演
会
〉

午
前
10
時
50
分
〜
11
時
50
分

「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
」

座
長篠

原
健
一
（
公
益
社
団
法
人
東
京
都
診
療

放
射
線
技
師
会
会
長
）

講
演

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
海
洋
汚
染
と
化
学

物
質
曝
露
」

高
田
秀
重
氏
（
東
京
農
工
大
学
農
学
部

環
境
資
源
科
学
科
教
授
）

〈
医
療
安
全
推
進
委
員
会
企
画
〉

午
後
1
時
10
分
〜
2
時
40
分

「
医
師
法
（
昭
和
23
年
法
律
第
2
0
1
号
）

第
21
条
の
解
釈
に
つ
い
て
」

座
長伊

藤
雅
史
（
等
潤
病
院
理
事
長
・
院
長
）

講
演

「
医
師
法
第
21
条
の
解
釈
の
確
立
と
関
連
制

度
と
の
位
置
づ
け
」

小
田
原
良
治
氏
（
医
法
協
常
務
理
事
・

鹿
児
島
県
医
法
協
会
長
、
小
田
原
病
院

理
事
長
）

　
東
京
都
病
院
協
会 

診
療
情
報
管
理
委
員
会
は
11
月
26
日
、「
令
和
2
年
度
診
療
報
酬
改

定
の
動
向
〜
急
性
期
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機
関
は
い
か
に
対
応
す
る
か
〜
」
を
テ
ー
マ

に
研
修
会
を
開
催
し
た
。
講
師
は
日
本
血
液
製
剤
機
構 

事
業
本
部
事
業
戦
略
部
参
事
の

谷
澤
正
明
氏
。
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
（
中
医
協
）
で
の
議
論
の
推
移
を
紹
介
し
な

が
ら
、
改
定
内
容
の
方
向
性
な
ど
を
解
説
し
た
。

追
加
発
言

有
賀　

徹
氏
（
労
働
者
健
康
安
全
機
構

理
事
長
）

安
藤
高
夫
（
永
生
病
院
理
事
長
）

〈
慢
性
期
委
員
会
企
画
〉

午
後
2
時
50
分
〜
4
時
50
分

「
介
護
医
療
院
開
設
の
問
題
点
と
見
守
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

座
長進

藤　

晃
（
大
久
野
病
院
理
事
長
）

【
介
護
医
療
院
開
設
の
問
題
点
】

講
演

「
地
域
医
療
型
病
院
へ
と
変
化
し
続
け
る
日

の
出
ヶ
丘
病
院
・
介
護
医
療
院
」

原　

淳
市
氏
（
日
の
出
ヶ
丘
病
院
、

日
の
出
ヶ
丘
介
護
医
療
院
事
務
長
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
原　

淳
市
氏

・
田
中
裕
之
（
日
本
介
護
医
療
院
協
会

　

副
会
長
・
陵
北
病
院
院
長
）

・
村
山
正
道
（
陵
北
病
院
事
務
長
）

・
吉
田　

真
（
大
久
野
病
院
事
務
長
）

【
見
守
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

講
演

病
院
を
中
心
と
し
た
街
の
作
り
方
（「
互
助
」

を
I
C
T
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
発
想
で
生
ま
れ

た
新
し
い
地
域
連
携
）
〜
日
常
の
支
援
と
見

守
り
そ
し
て
防
災
へ
〜

高
原
達
也
氏
（
一
般
社
団
法
人
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
リ
ン
ケ
ー
ジ
代
表
理
事
）

加
算
の
新
設
を
日
本
看
護
協
会
も
要
望
し
て

お
り
注
目
さ
れ
る
」
と
述
べ
た
。

チ
ー
ム
医
療
の
推
進
で
は

薬
剤
師
業
務
が
ポ
イ
ン
ト

　

病
棟
業
務
の
負
担
軽
減
で
は
チ
ー
ム
医
療

の
推
進
、
と
り
わ
け
薬
剤
師
へ
の
タ
ス
ク
シ

フ
ト
・
シ
ェ
ア
の
推
進
を
挙
げ
た
。
日
本
病

院
会
、
全
日
本
病
院
協
会
、
日
本
医
療
法
人

協
会
、
日
本
精
神
科
病
院
協
会
で
構
成
す
る

四
病
院
団
体
協
議
会
が
7
月
に
出
し
た
提
案

で
、タ
ス
ク
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
例
と
し
て「
医

師
と
の
協
働
に
よ
る
薬
剤
師
業
務
の
拡
大
」

が
筆
頭
に
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
一

方
で
、
薬
学
教
育
6
年
制
卒
業
生
の
就
職
先

が
薬
局
36
・
3
％
、
病
院
・
診
療
所
23
・
3

％
と
、
新
卒
薬
剤
師
が
病
院
を
選
ん
で
い
な

い
実
情
に
言
及
。
一
因
と
し
て
病
院
薬
剤
師

の
給
与
が
低
い
こ
と
が
あ
る
と
い
っ
た
議
論

が
中
医
協
で
聞
か
れ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
、「
①
病
棟
薬
剤
師
の
業
務
拡
大
、②
診
療

報
酬
に
よ
る
評
価
、③
そ
れ
を
給
与
引
き
上

げ
の
原
資
と
す
る　

　

と
い
っ
た
道
筋
も
考

え
ら
れ
る
」
と
述
べ
た
。

必
要
度
の

項
目
見
直
し
は

　

ま
た
機
能
分
化
・
連
携
・
強
化
に
つ
い
て

は
、急
性
期
一
般
入
院
基
本
料
に
お
け
る「
重

症
度
、医
療
・
看
護
必
要
度
」（
以
下
、必
要
度
）

の
見
直
し
内
容
へ
の
注
意
を
促
し
た
。

　

ま
ず
、
現
場
の
看
護
師
等
が
評
価
票
に
記

録
す
る
「
必
要
度
Ⅰ
」
は
、
記
録
す
る
行
為

自
体
は
医
療
・
看
護
行
為
と
は
無
関
係
で
、

か
つ
時
間
外
業
務
を
生
み
や
す
く
、「
働
き

方
改
革
」
に
逆
行
す
る
こ
と
か
ら
、
早
晩
、

D
P
C
デ
ー
タ
を
用
い
る
「
必
要
度
Ⅱ
」
が

原
則
に
な
る
と
の
見
方
を
示
し
、「『
必
要
度

Ⅰ
』
の
病
院
は
早
め
に
『
必
要
度
Ⅱ
』
に
移

「
Ⅲ
医
療
機
能
の
分
化
・
強
化
・
連
携
」「
Ⅳ

効
率
化
・
適
正
化
を
通
じ
た
安
定
性
・
持
続

可
能
性
の
確
保
」
と
い
う
4
つ
の
指
針
の
う

ち
、
と
り
わ
け
Ⅰ
と
Ⅲ
へ
の
注
意
を
促
し
、

「
働
き
方
改
革
に
よ
る
負
担
軽
減
と
医
療
の

質
向
上
を
進
め
つ
つ
機
能
分
化
を
促
進
す

る
」
内
容
に
な
る
と
の
見
通
し
を
述
べ
た
。

　

3
月
に
ま
と
ま
っ
た
「
医
師
の
働
き
方
改

革
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
」
で
は
、
医
師

の
時
間
外
労
働
規
制
に
つ
い
て
、
2
0
2
4

年
4
月
か
ら
は
原
則
的
に
年
9
6
0
時
間

（
A
水
準
）
と
し
、
地
域
医
療
を
確
保
す
る

た
め
の
暫
定
特
例
水
準
（
B
水
準
）
と
、
集

中
的
に
技
術
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
適
用
さ

れ
る
水
準
（
C
水
準
）
は
年
1
8
6
0
時
間

と
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　

谷
澤
氏
は
「
将
来
的
に
は
A
水
準
か
C
水

準
し
か
適
用
で
き
な
く
な
る
し
、
C
水
準
が

適
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
一
部
の
医
師
で
、

1
8
6
0
時
間
も
削
減
さ
れ
て
い
く
だ
ろ

う
。
A
水
準
を
軸
に
医
師
の
体
制
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
し
、
診

療
報
酬
改
定
に
お
い
て
も
、
こ
の
後
押
し
に

な
る
よ
う
な
配
点
が
進
む
と
の
予
測
を
示
し

た
。

　

具
体
的
に
は
、
同
報
告
書
で
は
大
学
ま
た

は
4
0
0
床
以
上
、
救
急
救
命
ま
た
は
救
急

搬
送
受
入
月
間
1
0
0
0
件
以
上
、
か
つ
外

科
系
、
産
婦
人
科
、
小
児
科
、
救
急
医
療
で

従
事
す
る
医
師
の
業
務
負
担
が
と
り
わ
け
目

立
っ
た
こ
と
か
ら
、「
こ
の
分
野
で
従
事
す

る
医
師
を
救
う
働
き
方
改
革
を
進
め
る
だ
ろ

う
し
、
そ
れ
を
支
援
す
る
点
数
が
付
く
こ
と

が
想
像
で
き
る
」
と
指
摘
し
た
。
注
目
点
と

し
て
は
、検
討
会
の
中
で
「
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
・

シ
フ
ト
に
よ
り
削
減
」
が
可
能
と
し
て
い
る

病
棟
、
外
来
で
の
取
り
組
み
を
挙
げ
、
外
来

で
は
医
師
事
務
作
業
補
助
者
の
評
価
、
病
棟

で
は
チ
ー
ム
医
療
、
と
り
わ
け
薬
剤
師
の
業

○
第
4
会
場
（
5
階
穂
高
・
西
）

〈
I
C
T
委
員
会
企
画
講
演
会
〉

午
後
3
時
10
分
〜
4
時
40
分

「
A
I
の
神
髄
と
A
I
の
臨
床
応
用
に
よ
る

タ
ス
ク
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
」

座
長大

田　

健
（
複
十
字
病
院
院
長
）

講
演

「
人
工
知
能
の
神
髄
、
深
層
学
習
理
論
の
中

身
と
意
味
を
理
解
す
る
」

鎌
谷
直
之
氏
（
株
式
会
社
ス
タ
ー
ジ
ェ
ン

医
療
人
工
知
能
研
究
所
所
長
）

「「
A
I
へ
の
タ
ス
ク
・
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
」
に

よ
る
病
院
の
働
き
方
改
革
」

阿
部
吉
倫
氏
（
U
b
i
e
株
式
会
社

共
同
代
表
取
締
役
）東

京
都
病
院
協
会
診
療
情
報
管
理
委
員
会
研
修
会

レ
ポ
ー
ト

谷
澤
正
明
氏

日
本
血
液
製
剤
機
構 

事
業
本
部
事
業
戦
略
部
参
事

　12月１日、故・野中博先生のお別れの会が開かれました。当日は横倉義武・
日本医師会会長、尾﨑治夫・東京都医師会会長、猪口正孝・東京都病院協
会会長をはじめ約 400 人が出席し、故人の人柄をしのびました。尾﨑会長
は「先生は常に患者の視点に立ち、人間の尊厳を尊重することの重要さを
諭していただいた」と述べました。

行
す
べ
き
」
と
語
っ
た
。
そ
の
う
え
で
、
各

項
目
に
つ
い
て
の
見
通
し
を
解
説
し
た
。

　

A
項
目
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
及
び
処
置
等
」

に
つ
い
て
は
「
働
き
方
改
革
と
の
関
連
も
踏

ま
え
れ
ば
、『
専
門
的
な
治
療
・
処
置
』
に

つ
い
て
は
E
F
フ
ァ
イ
ル
で
カ
バ
ー
で
き
る

項
目
に
変
え
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

現
在
は
診
療
科
間
で
評
価
に
偏
り
が
出
て
い

る
の
で
、こ
れ
も
是
正
す
る
可
能
性
が
高
い
」

な
ど
と
指
摘
し
た
。

　

B
項
目
「
患
者
の
状
況
等
」
に
つ
い
て
は
、

「
B
14 

診
療
・
療
養
上
の
指
示
が
通
じ
る
」

「
B
15 

危
険
行
動
」
に
該
当
す
る
患
者
の
受

け
入
れ
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
点
が
中
医

協
で
議
論
に
な
っ
た
状
況
を
紹
介
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
18
年
度
改
定
で
新
設
さ

れ
た
「『
B
14
』
又
は
『
B
15
』
に
該
当
す

る
患
者
で
あ
っ
て
、
A
得
点
が
1
点
以
上
か

つ
B
得
点
が
3
点
以
上
」
の
行
方
に
言
及
し

た
。「
患
者
像
で
言
う
と
、
認
知
症
の
患
者

さ
ん
で
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
の
管
理
を
行
っ
て

い
れ
ば
、『
該
当
患
者
』と
い
う
こ
と
に
な
り
、

急
性
期
病
棟
の
あ
り
方
と
し
て
い
か
が
な
も

の
か
と
い
う
議
論
が
起
き
て
い
る
。
さ
す
が

に
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
の
管
理
を
外
す
こ
と
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
心
電
図
モ
ニ
タ
ー

管
理
の
評
価
に
あ
た
っ
て
何
ら
か
の
前
提
条

件
を
設
け
る
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」

　

C
項
目
に
つ
い
て
は
、
中
医
協
の
議
論
で

「
必
要
度
Ⅱ
の
評
価
対
象
外
で
あ
る
手
術
の

う
ち
、
入
院
で
実
施
す
る
割
合
が
高
い
手
術

に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
入
院
が
1
0
0
％
か

つ
年
間
件
数
や
点
数
が
一
定
以
上
の
手
術
」

を
厚
労
省
が
提
示
し
た
こ
と
に
着
目
、
具
体

的
に
は
1
0
0
％
入
院
実
施
手
術
、
年

1
0
0
0
件
以
上
、
5
万
点
以
上
の
手
術
を

追
加
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
。
こ
う
し
た

流
れ
を
踏
ま
え
て
「
救
急
搬
送
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
、
手
術
を
や
る
こ
と
が
急
性
期
に

残
る
た
め
の
条
件
と
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
も
述
べ
た
。

　

急
性
期
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機
関
の
定

義
と
し
て
、

▽
重
症
患
者
（
救
急
・
が
ん
・
難
病
等
）
を

受
け
入
れ

▽
高
度
な
集
中
治
療
（
手
術
・
I
C
U
・
新

規
技
術
・
7
対
1
体
制
等
）
を
行
い

▽
安
全
な
療
養
環
境
（
医
療
安
全
・
A
S
T

等
）
の
も
と

▽
早
期
離
床
・
復
帰（
リ
ハ
・
入
退
院
支
援
等
）

を
め
ざ
す

　
　

と
し
、「
た
だ
し
人
口
減
少
と
高
齢
化

の
影
響
で
該
当
患
者
は
減
少
す
る
」
と
も
付

け
加
え
た
。

　
「
地
域
の
中
で
の
自
院
の
役
割
・
機
能
、

人
口
動
態
、
疾
病
の
変
化
、
他
院
と
の
立
ち

位
置
を
よ
く
見
き
わ
め
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く

話
し
合
い
で
地
域
医
療
構
想
を
達
成
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
呼
び
か
け
た
。

令
和
2
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
動
向

〜
急
性
期
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機
関
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
に
対
応
す
る
か
〜

野中博 前東京都医師会会長お別れの会

「
都
民
の
た
め
の
医
療
に
今
後
も
ま
い
進
し
ま
す
」

と
語
り
か
け
た
尾
﨑
治
夫
・
東
京
都
医
師
会
会
長

■休憩ルーム（4階飛鳥）　　  　　　  午前 9時～午後 5時
コーヒー等の飲み物の無料提供（入退場自由）
東洋羽毛首都圏販売株式会社による企業展示
■託児ルーム（6階貴船）午前 8時 30分～午後 5時 30分
▽対象年齢：3歳～未就学児まで▽定員：10名▽無料
※利用をご希望の方は事前にお申込みください。
お問合せ：☎03（5217）0896
　　　　　　gaktmha@xqb.biglobe.ne.jp

アルカディア市ヶ谷
にて開催

第14回東京都病院学会まで
あと60日！ 2020年2月23日（日）  

9：00～17：00

谷澤正明氏

【座長】進藤　晃（大久野病院 理事長）
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父
は
保
険
者
側
を
巻
き
込
ん
だ
官
僚
主
導

の
改
革
に
激
怒
し
、
古
井
喜
実
厚
生
大
臣
の

こ
と
を
「
ア
イ
ヒ
マ
ン
※
」
と
呼
び
捨
て
、
厳

し
く
批
判
し
て
い
た
。
一
方
、
当
時
の
メ
デ
ィ

ア
は
医
師
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
対

し
て
批
判
的
な
立
場
を
取
り
、

ス
ト
ラ
イ
キ
を
主
導
し
た
父
に

対
し
て
厳
し
い
批
判
を
浴
び
せ
、「
喧
嘩
太
郎
」

と
い
う
、
異
名
ま
で
付
け
る
と
こ
ろ
と
な
っ

た
。日

本
医
師
会
は
、
日
本
医
師
会
の
意
向
に

そ
ぐ
わ
な
い
7
月
の
中
央
社
会
保
険
医
療
協

議
会
（
中
医
協
）
の
答
申
に
強
く
反
発
を
し
、

8
月
1
日
か
ら
の
保
険
医
総
辞
退
を
日
本
歯

科
医
師
会
と
決
め
て
い
た
。
内
閣
改
造
に
と

も
な
い
、
こ
の
時
の
厚
生
大
臣
は
古
井
氏
か

ら
灘
尾
弘
吉
氏
に
代
わ
っ
て
お
り
、
政
調
会

長
は
田
中
角
栄
氏
で
あ
っ
た
。
保
険
医
総
辞

退
を
回
避
し
う
る
か
は
田
中
政
調
会
長
の
調

整
に
か
か
っ
て
い
た
。

父
は
、
田
中
政
調
会
長
と
頻
繁
に
会
っ
て

い
た
が
、
最
終
的
に
田
中
政
調
会
長
は
白
紙

委
任
状
を
父
に
渡
し
た
。
こ
の
白
紙
委
任
状

に
は
、「
自
由
民
主
党
政
調
会
長　

田
中
角
栄
」

と
し
て
の
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
書
か
れ
る

内
容
に
つ
い
て
は
全
て
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
父

は
、
こ
の
政
治
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
対
し
て
、

左
記
の
四
項
目
を
も
っ
て
対
応
し
た
。

⑴　

医
療
保
険
制
度
の
抜
本
的
改
正

⑵ 　
医
学
研
究
と
教
育
の
向
上
と
国
民
福
祉

の
結
合

⑶ 　
医
師
と
患
者
の
人
間
関
係
に
基
づ
く
自

由
の
確
保

⑷ 　
自
由
経
済
社
会
に
於
け
る
診
療
報
酬
制

度
の
確
立

こ
れ
は
皆
保
険
制
度
の
中
で
約
3
5
0
0

あ
る
保
険
者
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

各
保
険
者
に
属
す
る
被
保
険
者
の
社
会
・
経

済
的
な
状
態
の
違
い
に
よ
る
財
政
状
況
や
、

官
僚
の
天
下
り
先
と
し
て
組
合
健
保
の
存
在

を
抜
本
改
革
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
。

こ
の
四
項
目
を
受
け
て
、
診
療
報
酬
は
、

灘
尾
厚
生
大
臣
の
再
諮
問
に
よ
り
2
・
3
％

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
、
最
終
的

に
当
初
求
め
て
い
た
15
％
に
ほ
ぼ
見
合
う
14
・

8
％
と
い
う
数
値
と
な
っ
た
。
ま
た
、
高
血

圧
治
療
指
針
が
改
正
さ
れ
、
当
時
の
保
険
で

使
用
で
き
な
か
っ
た
降
圧
剤
が
新
た
に
保
険

診
療
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。今

日
の
研
究
調
査
に
よ
る
と
、

こ
の
降
圧
剤
の
治
療
に
よ
る
効
果
が
当
時
の

減
塩
運
動
等
と
も
相
ま
っ
て
、
成
人
の
高
血

圧
患
者
の
抑
制
と
と
も
に
、
脳
卒
中
の
死
亡

者
数
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
、
平
均
寿
命
を
伸

ば
す
こ
と
に
貢
献
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

※ 

編
集
部
注　

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
政
権
下
の
親
衛

隊
将
校
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
強
制
収
容
所
へ
の

大
量
移
送
で
主
導
的
役
割
を
果
た
し
た
ア
ド

ル
フ
・
ア
イ
ヒ
マ
ン
に
な
ぞ
ら
え
た
。

1
9
6
1
年　

一
斉
休
診
②

第７回

私の医道
武見 敬三
参議院議員

■
全
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
（
予
定
）

※
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
3
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
第
1
・
2
会
場
（
3
階
富
士
）

〈
開
会
式
〉
午
前
9
時
〜
9
時
20
分

〈
基
調
講
演
〉
午
前
9
時
20
分
〜
9
時
50
分

「
よ
り
良
き
社
会
を
創
る
」

河
北
博
文（
東
京
都
病
院
協
会
名
誉
会
長
・

河
北
総
合
病
院
理
事
長
）

〈
協
会
長
講
演
〉午

前
9
時
50
分
〜
10
時
10
分

「
東
京
都
病
院
協
会
の
会
長
に
就
任
し
て
―

取
り
組
む
べ
き
課
題
―
」

猪
口
正
孝
（
東
京
都
病
院
協
会
会
長
・

平
成
立
石
病
院
理
事
長
）

〈
学
会
長
講
演
〉午

前
10
時
10
分
〜
10
時
30
分

「
持
続
可
能
な
病
院
医
療
」

竹
川
勝
治
（
学
会
長
・
愛
和
病
院
理
事
長
）

○
第
1
会
場
（
3
階
富
士
・
東
）

〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

午
後
1
時
10
分
〜
午
後
3
時
00
分

「
東
京
の
民
間
病
院
に
お
け
る
持
続
可
能
な

病
院
経
営
を
考
え
る
…
病
院
機
能
別
に
問
題

を
提
起
し
よ
う
！
」

座
長　高

橋　

泰
氏
（
国
際
医
療
福
祉
大
学
赤
坂

心
理
・
医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部

学
部
長
）

竹
川
勝
治
（
学
会
長
・
愛
和
病
院
理
事
長
）

基
調
講
演

石
川
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
光
一
氏

（
国
際
医
療
福
祉
大
学
赤
坂
心
理
・
医
療

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
教
授
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

・
急
性
期
：
猪
口
正
孝

　
　
　
　
　
（
平
成
立
石
病
院
理
事
長
）

・
回
復
期
：
東
海
林
豊

　
　
　
　
　
（
東
京
さ
く
ら
病
院
院
長
）

・
慢
性
期
：
越
永
守
道

　
　
　
　
　
（
信
愛
病
院
院
長
）

・
在　

宅
：
中
村
哲
生
氏

　
　
　
　
　
（
永
生
会
特
別
顧
問
）

〈
特
別
講
演
〉午

後
3
時
10
分
〜
午
後
4
時
10
分

座
長竹

川
勝
治
（
学
会
長
・
愛
和
病
院
理
事
長
）

「
医
療
介
護
に
お
け
る
持
続
可
能
な
環
境
経

営
と
R
E
a
c
t
i
o
n
」

古
城
資
久
氏
（
医
療
法
人
伯
鳳
会
・
社
会

福
祉
法
人
あ
そ
か
会
理
事
長
）

「
気
候
変
動
問
題
と
医
療　

持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向
け
て
」

高
村
ゆ
か
り
氏
（
東
京
大
学

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

■
委
員
会
・
管
理
部
会
企
画

○
第
1
・
第
2
会
場
（
富
士
）

〈
事
務
管
理
部
会
企
画
〉

午
前
10
時
40
分
〜
11
時
50
分

「
病
院
に
お
け
る
I
C
T
の
利
用
促
進
」

座
長田

野
倉
浩
治
（
永
生
病
院
事
務
部
長
）

私
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か

│
持
続
可
能
な
病
院
経
営
を
考
え
る
│

焦
点
は
働
き
方
改
革
と

機
能
分
化
・
強
化
・
連
携

　

谷
澤
氏
は
令
和
2
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
が
出
し
て
い
る
「
Ⅰ

医
師
等
の
働
き
方
改
革
の
推
進
」「
Ⅱ
身
近

で
安
心
・
安
全
か
つ
質
の
高
い
医
療
の
実
現
」

務
評
価
が
進
む
と
の
見
方
を
示
し
た
。

医
師
事
務
作
業
補
助
は

さ
ら
な
る
充
実
も

　

医
師
事
務
作
業
補
助
体
制
加
算
は
前
回
の

改
定
で
50
点
の
上
乗
せ
が
あ
り
、
15
対
1
で

「
加
算
1
」
が
9
2
0
点
、「
加
算
2
」
が

8
6
0
点
な
ど
と
な
っ
て
い
る
が
、「
今
や

急
性
期
病
院
に
と
っ
て
、
15
対
1
や
20
対
1

の
事
務
補
助
員
配
置
は
当
然
と
言
え
る
。
現

在
の
点
数
で
あ
れ
ば
、
患
者
さ
ん
の
回
転
の

よ
い
病
院
で
あ
れ
ば
担
当
す
る
事
務
量
か
ら

考
え
て
も
、
人
件
費
分
を
ま
か
な
え
る
の
で

は
な
い
か
」
と
指
摘
し
た
。「
5
0
0
床
規

模
の
急
性
期
病
院
で
平
均
在
院
日
数
が
2
週

間
程
度
と
仮
定
し
た
場
合
、
1
カ
月

1
0
0
0
〜
1
2
0
0
人
の
退
院
患
者
が
出

る
こ
と
に
な
る
。
15
対
1
配
置
で
月
あ
た
り

お
お
よ
そ
9
2
0
万
〜
1
1
0
0
万
円
の
報

酬
を
得
ら
れ
る
わ
け
だ
。
医
師
事
務
作
業
補

助
ス
タ
ッ
フ
35
人
程
度
を
雇
用
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
そ
れ
で
も
十
分
、
人
件
費
を
ま
か

な
え
る
額
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
説
明
し
た
。

　

配
置
す
る
部
門
に
つ
い
て
は
「
医
師
の
疲

弊
が
目
立
つ
外
来
に
先
行
投
入
し
、
検
査
・

次
回
予
約
の
代
行
入
力
な
ど
を
担
っ
て
い
た

だ
く
イ
メ
ー
ジ
だ
」
と
語
っ
た
。

　

あ
わ
せ
て
看
護
師
の
勤
務
環
境
改
善
に
も

言
及
し
、
な
か
で
も
急
性
期
一
般
病
棟
に
お

け
る
看
護
職
員
の
夜
間
配
置
に
対
す
る
評
価

を
注
視
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。

　

前
回
の
改
定
で
は
看
護
職
員
夜
間
配
置
加

算
が
15
点
上
乗
せ
さ
れ
る
な
ど
、
看
護
師
の

業
務
で
特
に
負
担
が
大
き
い
夜
間
病
棟
へ
の

評
価
が
手
厚
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ

て
増
収
に
結
び
つ
い
た
病
院
が
多
数
あ
る
。

令
和
2
年
度
改
定
で
も
こ
の
傾
向
は
続
く
と

の
見
方
を
示
し
、
現
在
は
「
夜
間
12
対
1
配

置
加
算
」
が
最
も
高
い
が
、「
10
対
1
体
制

講
演

「
東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
始
動
と

今
後
の
展
開
」

目
々
澤　

肇
氏
（
東
京
都
医
師
会
理
事
）

「
医
療
情
報
分
野
へ
の
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

技
術
の
活
用
」

水
島　

洋
氏
（
国
立
保
健
医
療
科
学
院　

研
究
情
報
支
援
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

○
第
2
会
場
（
富
士
・
西
）

〈
看
護
管
理
部
会
企
画
〉

午
後
1
時
10
分
〜
3
時
00
分

「
人
生
最
期
を
ど
う
迎
え
る
か
―
「
平
穏
死
」

の
す
す
め
―
」

座
長髙

嶋
則
子
（
岩
井
整
形
外
科
内
科
病
院

副
院
長
・
看
護
部
長
）

切
手
純
代
（
南
多
摩
病
院
看
護
部
長
）

講
師石

飛
幸
三
氏
（
世
田
谷
区
立
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
芦
花
ホ
ー
ム
常
勤
医
）

〈
急
性
期
医
療
委
員
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
〉

午
後
3
時
10
分
〜
4
時
50
分

「
急
性
期
医
療
に
お
け
る
タ
ス
ク
・
シ
フ
テ

ィ
ン
グ
、
タ
ス
ク
・
シ
ェ
ア
を
考
え
る
」

座
長有

賀　

徹
氏
（
労
働
者
健
康
安
全
機
構

理
事
長
）

三
浦
邦
久
（
江
東
病
院
副
院
長
）

「
業
務
委
託
に
よ
る
タ
ス
ク
シ
フ
ト
」

清
水
芳
輝
氏
（
日
本
ス
テ
リ
株
式
会
社

事
業
本
部
副
本
部
長
）

「
医
師
の
長
時
間
・
過
重
労
働
と
タ
ス
ク
シ

フ
ト
、
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
―
「
勤
勉
は
美
徳
」

過
去
の
も
の
か
？
」

横
田
美
幸
氏（
が
ん
研
有
明
病
院
副
院
長
）

「
二
次
救
急
外
来
で
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
・
タ

ス
ク
シ
ェ
ア
〜
診
療
看
護
師
と
し
て
の
働
き

方
と
合
意
形
成
〜
」

若
月
優
子
氏
（
板
橋
中
央
総
合
病
院

看
護
部 

診
療
看
護
師
）

○
第
3
会
場
（
5
階
　
穂
高
・
東
）

〈
環
境
問
題
検
討
委
員
会
企
画
講
演
会
〉

午
前
10
時
50
分
〜
11
時
50
分

「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
」

座
長篠

原
健
一
（
公
益
社
団
法
人
東
京
都
診
療

放
射
線
技
師
会
会
長
）

講
演

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
海
洋
汚
染
と
化
学

物
質
曝
露
」

高
田
秀
重
氏
（
東
京
農
工
大
学
農
学
部

環
境
資
源
科
学
科
教
授
）

〈
医
療
安
全
推
進
委
員
会
企
画
〉

午
後
1
時
10
分
〜
2
時
40
分

「
医
師
法
（
昭
和
23
年
法
律
第
2
0
1
号
）

第
21
条
の
解
釈
に
つ
い
て
」

座
長伊

藤
雅
史
（
等
潤
病
院
理
事
長
・
院
長
）

講
演

「
医
師
法
第
21
条
の
解
釈
の
確
立
と
関
連
制

度
と
の
位
置
づ
け
」

小
田
原
良
治
氏
（
医
法
協
常
務
理
事
・

鹿
児
島
県
医
法
協
会
長
、
小
田
原
病
院

理
事
長
）

追
加
発
言

有
賀　

徹
氏
（
労
働
者
健
康
安
全
機
構

理
事
長
）

安
藤
高
夫
（
永
生
病
院
理
事
長
）

〈
慢
性
期
委
員
会
企
画
〉

午
後
2
時
50
分
〜
4
時
50
分

「
介
護
医
療
院
開
設
の
問
題
点
と
見
守
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

座
長進

藤　

晃
（
大
久
野
病
院
理
事
長
）

【
介
護
医
療
院
開
設
の
問
題
点
】

講
演

「
地
域
医
療
型
病
院
へ
と
変
化
し
続
け
る
日

の
出
ヶ
丘
病
院
・
介
護
医
療
院
」

原　

淳
市
氏
（
日
の
出
ヶ
丘
病
院
、

日
の
出
ヶ
丘
介
護
医
療
院
事
務
長
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
原　

淳
市
氏

・
田
中
裕
之
（
日
本
介
護
医
療
院
協
会

　

副
会
長
・
陵
北
病
院
院
長
）

・
村
山
正
道
（
陵
北
病
院
事
務
長
）

・
吉
田　

真
（
大
久
野
病
院
事
務
長
）

【
見
守
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

講
演

病
院
を
中
心
と
し
た
街
の
作
り
方
（「
互
助
」

を
I
C
T
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
発
想
で
生
ま
れ

た
新
し
い
地
域
連
携
）
〜
日
常
の
支
援
と
見

守
り
そ
し
て
防
災
へ
〜

高
原
達
也
氏
（
一
般
社
団
法
人
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
リ
ン
ケ
ー
ジ
代
表
理
事
）

加
算
の
新
設
を
日
本
看
護
協
会
も
要
望
し
て

お
り
注
目
さ
れ
る
」
と
述
べ
た
。

チ
ー
ム
医
療
の
推
進
で
は

薬
剤
師
業
務
が
ポ
イ
ン
ト

　

病
棟
業
務
の
負
担
軽
減
で
は
チ
ー
ム
医
療

の
推
進
、
と
り
わ
け
薬
剤
師
へ
の
タ
ス
ク
シ

フ
ト
・
シ
ェ
ア
の
推
進
を
挙
げ
た
。
日
本
病

院
会
、
全
日
本
病
院
協
会
、
日
本
医
療
法
人

協
会
、
日
本
精
神
科
病
院
協
会
で
構
成
す
る

四
病
院
団
体
協
議
会
が
7
月
に
出
し
た
提
案

で
、タ
ス
ク
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
例
と
し
て「
医

師
と
の
協
働
に
よ
る
薬
剤
師
業
務
の
拡
大
」

が
筆
頭
に
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
一

方
で
、
薬
学
教
育
6
年
制
卒
業
生
の
就
職
先

が
薬
局
36
・
3
％
、
病
院
・
診
療
所
23
・
3

％
と
、
新
卒
薬
剤
師
が
病
院
を
選
ん
で
い
な

い
実
情
に
言
及
。
一
因
と
し
て
病
院
薬
剤
師

の
給
与
が
低
い
こ
と
が
あ
る
と
い
っ
た
議
論

が
中
医
協
で
聞
か
れ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
、「
①
病
棟
薬
剤
師
の
業
務
拡
大
、②
診
療

報
酬
に
よ
る
評
価
、③
そ
れ
を
給
与
引
き
上

げ
の
原
資
と
す
る　

　

と
い
っ
た
道
筋
も
考

え
ら
れ
る
」
と
述
べ
た
。

必
要
度
の

項
目
見
直
し
は

　

ま
た
機
能
分
化
・
連
携
・
強
化
に
つ
い
て

は
、急
性
期
一
般
入
院
基
本
料
に
お
け
る「
重

症
度
、医
療
・
看
護
必
要
度
」（
以
下
、必
要
度
）

の
見
直
し
内
容
へ
の
注
意
を
促
し
た
。

　

ま
ず
、
現
場
の
看
護
師
等
が
評
価
票
に
記

録
す
る
「
必
要
度
Ⅰ
」
は
、
記
録
す
る
行
為

自
体
は
医
療
・
看
護
行
為
と
は
無
関
係
で
、

か
つ
時
間
外
業
務
を
生
み
や
す
く
、「
働
き

方
改
革
」
に
逆
行
す
る
こ
と
か
ら
、
早
晩
、

D
P
C
デ
ー
タ
を
用
い
る
「
必
要
度
Ⅱ
」
が

原
則
に
な
る
と
の
見
方
を
示
し
、「『
必
要
度

Ⅰ
』
の
病
院
は
早
め
に
『
必
要
度
Ⅱ
』
に
移

会報 270号で結果を発表した「指差し唱和運動標語コンテスト」では、
残念ながら入賞はならなかった作品の中にもすばらしいものが多く寄
せられましたので、会報で紹介します。

確認は　いつも自分が　最後の砦　
 （医療法人財団圭友会 小原病院）
確認を　やったつもりは　命とり
　 （一般社団法人衛生文化協会 城西病院）
すぐ確認！　心に浮かんだ　そのはてな
　 （医療法人社団好仁会 滝山病院）
「確認」は、　今やる！　一番星になれ！
　 （医療法人社団碧水会 長谷川病院）

指
差
し
唱
和
運
動
標
語
の
ご
紹
介

「
Ⅲ
医
療
機
能
の
分
化
・
強
化
・
連
携
」「
Ⅳ

効
率
化
・
適
正
化
を
通
じ
た
安
定
性
・
持
続

可
能
性
の
確
保
」
と
い
う
4
つ
の
指
針
の
う

ち
、
と
り
わ
け
Ⅰ
と
Ⅲ
へ
の
注
意
を
促
し
、

「
働
き
方
改
革
に
よ
る
負
担
軽
減
と
医
療
の

質
向
上
を
進
め
つ
つ
機
能
分
化
を
促
進
す

る
」
内
容
に
な
る
と
の
見
通
し
を
述
べ
た
。

　

3
月
に
ま
と
ま
っ
た
「
医
師
の
働
き
方
改

革
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
」
で
は
、
医
師

の
時
間
外
労
働
規
制
に
つ
い
て
、
2
0
2
4

年
4
月
か
ら
は
原
則
的
に
年
9
6
0
時
間

（
A
水
準
）
と
し
、
地
域
医
療
を
確
保
す
る

た
め
の
暫
定
特
例
水
準
（
B
水
準
）
と
、
集

中
的
に
技
術
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
適
用
さ

れ
る
水
準
（
C
水
準
）
は
年
1
8
6
0
時
間

と
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　

谷
澤
氏
は
「
将
来
的
に
は
A
水
準
か
C
水

準
し
か
適
用
で
き
な
く
な
る
し
、
C
水
準
が

適
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
一
部
の
医
師
で
、

1
8
6
0
時
間
も
削
減
さ
れ
て
い
く
だ
ろ

う
。
A
水
準
を
軸
に
医
師
の
体
制
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
し
、
診

療
報
酬
改
定
に
お
い
て
も
、
こ
の
後
押
し
に

な
る
よ
う
な
配
点
が
進
む
と
の
予
測
を
示
し

た
。

　

具
体
的
に
は
、
同
報
告
書
で
は
大
学
ま
た

は
4
0
0
床
以
上
、
救
急
救
命
ま
た
は
救
急

搬
送
受
入
月
間
1
0
0
0
件
以
上
、
か
つ
外

科
系
、
産
婦
人
科
、
小
児
科
、
救
急
医
療
で

従
事
す
る
医
師
の
業
務
負
担
が
と
り
わ
け
目

立
っ
た
こ
と
か
ら
、「
こ
の
分
野
で
従
事
す

る
医
師
を
救
う
働
き
方
改
革
を
進
め
る
だ
ろ

う
し
、
そ
れ
を
支
援
す
る
点
数
が
付
く
こ
と

が
想
像
で
き
る
」
と
指
摘
し
た
。
注
目
点
と

し
て
は
、検
討
会
の
中
で
「
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
・

シ
フ
ト
に
よ
り
削
減
」
が
可
能
と
し
て
い
る

病
棟
、
外
来
で
の
取
り
組
み
を
挙
げ
、
外
来

で
は
医
師
事
務
作
業
補
助
者
の
評
価
、
病
棟

で
は
チ
ー
ム
医
療
、
と
り
わ
け
薬
剤
師
の
業

○
第
4
会
場
（
5
階
穂
高
・
西
）

〈
I
C
T
委
員
会
企
画
講
演
会
〉

午
後
3
時
10
分
〜
4
時
40
分

「
A
I
の
神
髄
と
A
I
の
臨
床
応
用
に
よ
る

タ
ス
ク
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
」

座
長大

田　

健
（
複
十
字
病
院
院
長
）

講
演

「
人
工
知
能
の
神
髄
、
深
層
学
習
理
論
の
中

身
と
意
味
を
理
解
す
る
」

鎌
谷
直
之
氏
（
株
式
会
社
ス
タ
ー
ジ
ェ
ン

医
療
人
工
知
能
研
究
所
所
長
）

「「
A
I
へ
の
タ
ス
ク
・
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
」
に

よ
る
病
院
の
働
き
方
改
革
」

阿
部
吉
倫
氏
（
U
b
i
e
株
式
会
社

共
同
代
表
取
締
役
）

第14回
東京都病院学会

2
0
2
0
年
2
月
23
日

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

学
会
概
要
の
ご
案
内

行
す
べ
き
」
と
語
っ
た
。
そ
の
う
え
で
、
各

項
目
に
つ
い
て
の
見
通
し
を
解
説
し
た
。

　

A
項
目
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
及
び
処
置
等
」

に
つ
い
て
は
「
働
き
方
改
革
と
の
関
連
も
踏

ま
え
れ
ば
、『
専
門
的
な
治
療
・
処
置
』
に

つ
い
て
は
E
F
フ
ァ
イ
ル
で
カ
バ
ー
で
き
る

項
目
に
変
え
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

現
在
は
診
療
科
間
で
評
価
に
偏
り
が
出
て
い

る
の
で
、こ
れ
も
是
正
す
る
可
能
性
が
高
い
」

な
ど
と
指
摘
し
た
。

　

B
項
目
「
患
者
の
状
況
等
」
に
つ
い
て
は
、

「
B
14 

診
療
・
療
養
上
の
指
示
が
通
じ
る
」

「
B
15 

危
険
行
動
」
に
該
当
す
る
患
者
の
受

け
入
れ
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
点
が
中
医

協
で
議
論
に
な
っ
た
状
況
を
紹
介
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
18
年
度
改
定
で
新
設
さ

れ
た
「『
B
14
』
又
は
『
B
15
』
に
該
当
す

る
患
者
で
あ
っ
て
、
A
得
点
が
1
点
以
上
か

つ
B
得
点
が
3
点
以
上
」
の
行
方
に
言
及
し

た
。「
患
者
像
で
言
う
と
、
認
知
症
の
患
者

さ
ん
で
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
の
管
理
を
行
っ
て

い
れ
ば
、『
該
当
患
者
』と
い
う
こ
と
に
な
り
、

急
性
期
病
棟
の
あ
り
方
と
し
て
い
か
が
な
も

の
か
と
い
う
議
論
が
起
き
て
い
る
。
さ
す
が

に
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
の
管
理
を
外
す
こ
と
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
心
電
図
モ
ニ
タ
ー

管
理
の
評
価
に
あ
た
っ
て
何
ら
か
の
前
提
条

件
を
設
け
る
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」

　

C
項
目
に
つ
い
て
は
、
中
医
協
の
議
論
で

「
必
要
度
Ⅱ
の
評
価
対
象
外
で
あ
る
手
術
の

う
ち
、
入
院
で
実
施
す
る
割
合
が
高
い
手
術

に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
入
院
が
1
0
0
％
か

つ
年
間
件
数
や
点
数
が
一
定
以
上
の
手
術
」

を
厚
労
省
が
提
示
し
た
こ
と
に
着
目
、
具
体

的
に
は
1
0
0
％
入
院
実
施
手
術
、
年

1
0
0
0
件
以
上
、
5
万
点
以
上
の
手
術
を

追
加
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
。
こ
う
し
た

流
れ
を
踏
ま
え
て
「
救
急
搬
送
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
、
手
術
を
や
る
こ
と
が
急
性
期
に

残
る
た
め
の
条
件
と
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
も
述
べ
た
。

　

急
性
期
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機
関
の
定

義
と
し
て
、

▽
重
症
患
者
（
救
急
・
が
ん
・
難
病
等
）
を

受
け
入
れ

▽
高
度
な
集
中
治
療
（
手
術
・
I
C
U
・
新

規
技
術
・
7
対
1
体
制
等
）
を
行
い

▽
安
全
な
療
養
環
境
（
医
療
安
全
・
A
S
T

等
）
の
も
と

▽
早
期
離
床
・
復
帰（
リ
ハ
・
入
退
院
支
援
等
）

を
め
ざ
す

　
　

と
し
、「
た
だ
し
人
口
減
少
と
高
齢
化

の
影
響
で
該
当
患
者
は
減
少
す
る
」
と
も
付

け
加
え
た
。

　
「
地
域
の
中
で
の
自
院
の
役
割
・
機
能
、

人
口
動
態
、
疾
病
の
変
化
、
他
院
と
の
立
ち

位
置
を
よ
く
見
き
わ
め
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く

話
し
合
い
で
地
域
医
療
構
想
を
達
成
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
呼
び
か
け
た
。

過去の学会の様子


